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第2章 Peer-to-Peer Communication by Means
of Selections

セレクションは、例えばウィンドウ間でカットアンドペーストするような、クライアント間の情報交換の

ために Xバージョン 11が定義している主要なメカニズムである。（それぞれアトムで指定される）任意の
数のセレクションが存在し、それらはサーバに対してグローバルであることに注意。セクション 2.6では
アトムの選択について説明する。それぞれのセレクションはクライアントに所有され、ウィンドウに所属

している。

セレクションはオーナとリクエスタとの間で通信する。オーナは自分のセレクションの値を表すデータを

もち、リクエスタはそれを受け取る。セレクションの値を取得したいリクエスタは、次のことを与える。

• セレクションの名前

• プロパティの名前

• ウィンドウ

• 必要とするデータのタイプを表すアトム

• オプショナルで、リクエストに対するいくつかのパラメータ

オーナは、現在セレクションを所有していれば、イベントを受け取り、次のことをするように期待されて

いる。

• セレクションの内容を、要求されているデータのタイプへ変換する。

• このデータを、指定されているウィンドウの指定されているプロパティにおく。

• リクエスタにイベントを送り、プロパティが利用可能であると知らせる。

クライアントはこのメカニズムを使用するように強く推奨されている。特に、永続的なウィンドウにテキ

ストを表示するにもかかわらず、そのテキストを選択して文字列に変換する能力を提供しなければ、確実

に反社会的であるとみなされる。

オーナとリクエスタの間で転送されるすべてのデータは、Xバージョン 11の環境では、通常サーバを介し
て伝わるべきであることに注意。クライアントは、もうひとつのクライアントが同じファイルをオープン

できると想定することができないし、あるいは直接通信できると想定することすらできない。そのほかの

クライアントは完全に異なったネットワークのメカニズムでサーバと会話しているかもしれない（例えば、

一方のクライアントは DECnetであり、もう一方のクライアントは TCP/IPであるかもしれない）。この
ように、（ファイル名、ホスト名、ポート番号のような）データへの間接的な参照を手渡すことは、両方の

クライアントが特別に合意している場合に限り許される。
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第 2章 Peer-to-Peer Communication by Means of Selections

2.1 セレクションの所有権の獲得

特定のセレクションの所有権を獲得したいクライアントは、SetSelectionOwnerを呼ばなければならない。
それは次のように定義される。
¶ ³

SetSelectionOwner
selection: アトム
owner: ウィンドウまたは None

time: タイムスタンプまたは CurrentTime
µ ´

クライアントは、selectionフィールドをそのセレクションを表すアトムにセットし、ownerフィールドを自
分が作成したウィンドウにセットし、timeフィールドを、そのセレクションに関する現在の最新変更時刻と
現在のサーバの時刻の間の、ある時刻にセットしなければならない。この値 timeは通常そのセレクション
を獲得するきっかけとなったイベントのタイムスタンプから得られるものである。クライアントは値 time
を CurrentTime にセットしてはならない。なぜなら、クライアントがそうしてしまうと、自分がセレク

ションの所有権を獲得した時刻を知る方法がなくなってしまうからである。クライアントは、リクエスタが

イベントをセレクションオーナに配送できるように、自分が生成したウィンドウを使用するべきである1。

規約

セレクションを獲得しようとしているクライアントは、SetSelectionOwnerリクエストの値 time
を、CurrentTime ではなく、獲得しようとするきっかけとなったイベントのタイムスタンプ

にセットするべきである。プロパティに長さ 0のデータを追加することが、この目的のために
タイムスタンプを取得する方法であり、タイムスタンプは対応する PropertyNotifyイベントに
ある。

SetSelectionOwnerリクエストの timeが、サーバの現在時刻と比べて進んでいるか、引数 selectionの持ち
主が交替した最新時刻と比べて遅れている場合、SetSelectionOwnerリクエストはクライアントには成功
したようにみえるが、所有権は実際には移っていない。

クライアントは直接的にそのほかのクライアントを指定できないので、引数 ownerのウィンドウが、GetS-
electionOwnerの返答や、SelectionRequestと SelectionClearイベントで所有権をもつクライアントを参
照するために使用され、そしておそらく当のセレクションを記述するプロパティを置く場所として使用さ

れる。特定のセレクションのオーナを発見するためには、クライアントは GetSelectionOwnerを行使しな
ければならない。それは次のように定義される。
¶ ³

GetSelectionOwner
selection: アトム
→
owner: ウィンドウまたは None

µ ´
1現在のところ、リクエスタがイベントをセレクションオーナに送るようにプロトコルが要求する部分はいっさいない。この制限

は、起こりうる将来の拡張を用意するために課されている。
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2.2. セレクションオーナの責務

規約

クライアントはセレクションの所有権に関して、なにか視覚的な確証を与えるように見込まれ

ている。このフィードバックを堅実なものにするため、クライアントは次のような手順を実行

しなければならない。

SetSelectionOwner(selection=PRIMARY, owner=ウィンドウ, time=タイムスタンプ)
owner = GetSelectionOwner(selection=PRIMARY)
if (owner !=ウィンドウ)失敗

SetSelectionOwnerリクエストが（単に成功したように見えたのではなく）成功した場合、そのリクエス
トを発行したクライアントは、引数 timeで始まる期間のセレクションオーナであるとサーバに記録される。

2.2 セレクションオーナの責務

セレクションの値をリクエスタが欲しいとき、オーナは SelectionRequestイベントを受け取る。それは次
のように定義される。
¶ ³

SelectionRequest
owner: ウィンドウ
selection: アトム
target: アトム
property: アトムまたは None

requestor: ウィンドウ
time: タイムスタンプまたは CurrentTime

µ ´
ownerフィールドと selectionフィールドは、SetSelectionOwnerリクエストで指定された値である。オー
ナは、セレクションを所有したときの時刻とそのタイムスタンプを比較しなければならない。もし timeが
範囲外である場合は、プロパティに Noneをセットした SelectionNotifyイベントを（空のイベントマスク
をもつ SendEventリクエストで）ウィンドウ requestorへ送ることによって、その SelectionRequestを拒
絶しなくてはならない。

より先進的なセレクションオーナは、セレクションの値の履歴を維持し、たとえ今は所有していなくても

オーナが所有していたときのセレクションの値をリクエスタに返答してもよいだろう。

propertyフィールドがNoneであれば、リクエスタは時代遅れのクライアントである。指定されているター

ゲットアトムをプロパティ名として使用し返答することによって、オーナはこうしたクライアントをサポー

トすることが推奨されている。

そうでなければオーナは targetを、セレクションを変換するべきフォームを決定する目的で使用する。い
くつかのターゲットは、リクエスタがリクエストと一緒にパラメータを渡すことができるように定義され

ているかもしれない。その SelectionRequestが指定する propertyの中に、オーナはこれらのパラメータを
見つけるかもしれない。そのプロパティのタイプ、フォーマット、内容は、ターゲットの定義に依存してい

る。そのターゲットがパラメータをもつように定義されていなければ、プロパティが存在していてもオーナ

はそれを無視するべきである。セレクションをそのターゲット（および、もしあればパラメータ）に基づい

たフォームに変換できないときは、前述のようにオーナは SelectionRequestを拒絶しなくてはならない。
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第 2章 Peer-to-Peer Communication by Means of Selections

propertyフィールドが Noneでなければ、オーナはセレクションを変換した結果のデータを、ウィンドウ

requestorの指定された propertyに置かなくてはならない。そしてそのプロパティのタイプをある適切な値
にセットしなくてはならない。また、そのタイプは指定されている targetと同じである必要はない。

規約

SelectionRequestイベントの返答に使われるすべてのプロパティはウィンドウ requestorに置か
ねばならない。

どちらの場合でも、セレクションを構成するデータをウィンドウ requestorに格納できないとき（例えば、サー
バが十分なメモリをあてがうことができないという理由などで）、オーナは前述のように SelectionRequest
を拒絶しなくてはならない。セクション 2.5も参照すること。

もしプロパティをうまく格納できたら、オーナはウィンドウ requestorに SelectionNotifyイベントを（空
のマスクをもった SendEventリクエストで）送ることによって、変換が成功したことを知らせなければな
らない。SelectionNotifyは次のように定義される。
¶ ³

SelectionNotify
owner: ウィンドウ
selection, target: アトム
property: アトムまたは None

time: タイムスタンプまたは CurrentTime
µ ´
オーナは引数 selection, target, time, propertyを SelectionRequestイベントで受け取った値にセットしなく
てはならない。（引数 propertyに Noneをセットすることは、要求された変換ができなかったことを示すこ

とに注意。）

規約

SelectionNotifyイベントの引数 selection, target, time, propertyは、SelectionRequestイベント
で受け取った値にセットしなければならない。

もしオーナが、同じリクエスタ、セレクション、ターゲット、タイムスタンプをもつ 1つ以上の Selection-
Requestイベントを受け取った場合は、オーナは届いたのと同じ順序でそれらに応答しなければならない。

根本的理由

同一のリクエスタ、ウィンドウ、セレクション、ターゲット、タイムスタンプを使用し、プロパ

ティだけは異なっている、複数の未決定なリクエストをリクエスタは要求できる。このとき、

それらのリクエストのひとつが失敗した場合、その結果となる SelectionNotifyイベントの引
数 propertyは Noneにセットされる。このことから、順番にリクエストが応答されなければ、

リクエスタはどのリクエストが失敗したのか決定できなくなるかもしれない。

プロパティに格納されたデータは、いつかは消去しなければならない。そうするためには、その責任を割

り当てる規約が必要である。
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2.3. セレクションの所有権の放棄

規約

セレクションのリクエスタは、SelectionNotifyイベントで自分が指定したプロパティ名のプロ
パティ（セクション 2.4を見よ）、あるいはタイプ MULTIPLEのプロパティに含まれるプロパティ
を消去する責任がある。

セレクションオーナは、セレクションを構成するデータが実際に転送されたという裏づけを必要とするこ

とが多いだろう。（例えば、その操作がオーナのもつ内部データ構造に対して副作用をもつ場合は、リクエ

スタがデータをうまく受け取ったことを示すまでは、オーナはその操作を行うべきではない。）オーナは、

セレクションのデータが転送されたと決めてかかる前に、ウィンドウ requestorに関する PropertyNotify
イベントへの関心を表明して、そしてその SelectionNotifyイベントの propertyが消去されるまで待たなく
てはならない。MULTIPLEリクエストでは、異なる変換が別々に確認を必要とする場合、セレクションオー
ナはまた、その SelectionNotifyイベントの propertyが指定する個々のプロパティが消去されるのを監視す
ることもできる。

何か別なクライアントがセレクションを獲得すると、以前のオーナは SelectionClearイベントを受け取る。
それは次のように定義される。
¶ ³

SelectionClear
owner: ウィンドウ
selection: アトム
time: タイムスタンプ

µ ´
引数 timeは所有権の持ち主が変わった時刻であり、引数 ownerは以前のオーナが自分の SetSelectionOwner
リクエストで指定したウィンドウである。

オーナが転送の途中で（すなわち、リクエスタがすべてのデータを受け取ったという通知をオーナが受け

取る前に）所有権を失う場合、進行中の転送サービスが完了するまで、オーナはそれを続行しなくてはな

らない。

セレクションの値はまったく変わってしまったが、オーナが同じクライアントになった場合（例えば、以

前選択したのと同じ xtermで、まったく異なったテキストを選択したとき）、そのクライアントはまるで
自分がオーナではなかったかのように、新しいタイムスタンプを使用してセレクションの所有権を再獲得

するべきである。セレクションの値は変更されたが、依然として合理的にそれが同一の選択オブジェクト

として見ることができる場合2、そのオーナは何もするべきではない。

2.3 セレクションの所有権の放棄

クライアントはセレクションの所有権を自発的に放棄してもよいし、何かそのほかのクライアントによる

行動の結果として、強制的に失うことになるかもしれない。

2これら 2 つのケースの境界線はソフトウェア開発者側の判断の問題である。
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2.3.1 自発的なセレクションの所有権の放棄

自発的にセレクションの所有権を手放すためには、クライアントはそのセレクションのアトムに対して、

ownerに Noneを指定し、timeにそのセレクションを獲得するために使用したタイムスタンプを指定して、
SetSelectionOwnerリクエストを実行しなければならない。

代わりに、そのクライアントが SetSelectionOwnerリクエストの ownerの値として使用したウィンドウを
破壊してもよいし、あるいは終了してもよい。どちらの場合でも、そのウィンドウあるいはクライアント

に関するセレクションの所有権は Noneにもどることになる。

2.3.2 強制的なセレクション所有権の放棄

クライアントがセレクションの所有権を放棄する場合や、何かそのほかのクライアントが SetSelectionOwner
をそのセレクションに対して実行して、そのセレクションを強制的に再割り当てする場合、以前のオーナ

は SelectionClearイベントを受け取ることになる。SelectionClearイベントの定義については、セクショ
ン 2.2を見よ。

そのタイムスタンプはセレクションの持ち主が変わった時刻である。ownerフィールドは現在のオーナが
SetSelectionOwnerリクエストで指定したウィンドウである。

2.4 セレクションの要求

ある特別なフォームでセレクションの値を取得したいクライアント（リクエスタ）は、ConvertSelection
リクエストを発行する。それは次のように定義される。
¶ ³

ConvertSelection
selection, target: アトム
property: アトムまたは None

requestor: ウィンドウ
time: タイムスタンプまたは CurrentTime

µ ´
引数 selectionはその該当するセレクションを指定する。引数 targetは必要とする情報のフォームを指定す
る。使用するべき適切なアトムを選択するための情報については、セクション 2.6を見よ。リクエスタは
引数 requestorを、自分が生成したウィンドウにセットしなければならず、オーナは返答のプロパティをそ
こへ配置することになる。リクエスタは引数 timeを、そのセレクションの値を要求するきっかけとなった
イベントのタイムスタンプにセットしなければならない。クライアントは CurrentTime を指定してはい

けないことに注意。

規約

クライアントは ConvertSelectionリクエストの引数 timeに対して、CurrentTime を使用し

てはならない。代わりに、そのリクエストを発行する原因となったイベントのタイムスタンプ

を使用しなければならない。
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2.4. セレクションの要求

リクエスタは引数 propertyを、オーナがセレクションの値を報告するために使用できるプロパティの名前
にセットしなければならない。リクエスタは ConvertSelection リクエストを発行する前に、ウィンドウ
requestorにその名前のプロパティが存在しないことを保証しなければならない3。この規則の例外は、リク

エスタがリクエストと共にパラメータを渡そうと思っているときである（下記を見よ）。

根本的理由

将来互換性を保ったままターゲットがパラメータをとれるように拡張することが可能であるよ

うに、リクエスタはリクエストを発行する前にそのプロパティを消去する必要がある。また、

セレクションのリクエスタは、そのセレクションを所有するクライアントも、そのセレクショ

ンを獲得したウィンドウも知る必要がないことに注意。

いくつかのターゲットは、リクエスタがリクエストと一緒にパラメータを渡すことができるように定義さ

れているかもしれない。リクエスタがリクエストにパラメータを与えることを望むなら、ConvertSelection
リクエストを発行する前に、ウィンドウ requestorの引数 propertyにそのパラメータを配置しなければなら
ず、そしてそのプロパティをリクエストで指定しなければならない。

いくつかのターゲットは、パラメータがオプショナルであると定義されているかもしれない。そのような

ターゲットのリクエストにパラメータがまったく与えられない場合、リクエスタは ConvertSelectionリク
エストを発行する前にそのプロパティが存在していないことを保証しなければならない。

プロトコルは propertyフィールドが Noneにセットされることを許していて、その場合はオーナがプロパ

ティ名を選ぶことが見込まれている。しかしながら、オーナがこれを安全に選択することは困難である。

規約

1. リクエスタはConvertSelectionリクエストの引数 propertyにNoneを使用してはならない。

2. 引数 propertyが Noneである ConvertSelectionリクエストを受け取ったオーナは、時代
遅れのクライアントと会話している。そのようなオーナは、ターゲットアトムを返答に用

いるべきプロパティ名として選ばなければならない。

ConvertSelectionリクエストの結果は SelectionNotifyイベントを受け取ることである。SelectionNotify
イベントの定義についてはセクション 2.2を見よ。

その引数 requestor, selection, time, targetは、ConvertSelectionリクエストのときのものと同じである。

引数 propertyが Noneであれば、その変換は拒絶された。これは、そのセレクションのオーナが存在しな

いか、もしくはそのターゲットで暗示された変換をオーナがサポートしていないか、あるいはデータを受

け入れるのに十分なスペースをサーバがもっていないことを意味している。

引数 propertyが Noneでなければ、ウィンドウ requestorにそのプロパティが存在している。セレクション
の値は、次のように定義されている GetPropertyリクエストを使用することによって、このプロパティか
ら取ってくることができる。

3この要求はバージョン 2.0 で新しくなった。そして一般的に、現存するクライアントはこの要求に順応しない。こうしたクライ
アントが壊れてしまうのを防ぐために、クライアントが更新されるのに十分な時間が経過するまで、決して現存するターゲットを拡
張してパラメータをとれるようにしてはならない。ターゲット MULTIPLE はパージョン 1.0 でパラメータをとれるように定義されて
いたこと、そしてその定義が変わっていないことに注意。そのため、MULTIPLE に関して順応の問題はまったくない。
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¶ ³
GetProperty
window: ウィンドウ
property: アトム
type: アトムまたは AnyPropertyType

long-offset, long-length: CARD32
delete: BOOL
→
type: アトムまたは None

format: {0, 8, 16, 32}
bytes-after: CARD32
value: LISTofINT8, LISTofINT16, LISTofINT32

µ ´
GetPropertyを使用してセレクションの値を取ってくるとき、その引数 propertyを SelectionNotifyイベン
トの対応する値にセットしなくてはならない。リクエスタはセレクションオーナがどのタイプを用いるの

か事前に知る方法がないので、引数 typeには AnyPropertyType をセットしなくてはならない。セレク

ションのデータをすべて取ってくるためには、いくつかの GetPropertyリクエストが必要になるかもしれ
ない。その場合、それぞれ（のリクエスト）は引数 long-offsetをその時点までに受け取っているデータの
量にセットし、そして引数 sizeをある適正なバッファサイズ（セクション 2.5を見よ）にセットしなくて
はならない。戻り値 bytes-afterが 0であれば、プロパティ全体が転送された。

セレクションのデータをすべて取ってきたら（それにはいくつかのプロパティの値を得ることが必要にな

るかもしれない。セクション 2.7を見よ。）、リクエスタは引数 deleteを True にセットしたGetPropertyリ
クエストを使用して、SelectionNotifyイベントのプロパティを消去しなければならない。前述のように、
そのデータを消去しなければ、データがリクエスタに転送されたことをオーナが知る方法はない。

規約

リクエスタはデータをすべて取ってきたら、SelectionNotifyで指定されているプロパティを消
去しなくてはならない。リクエスタはセレクションのデータをすべてうまく取ってきた後で、

DeletePropertyかGetProperty（delete==True ）を行使しなければならない。より詳しい情報

についてはセクション 2.5を見よ。

2.5 大量のデータの転送

セレクションは大きくなることもできるが、それは次の 2つの問題を引き起こす。

• サーバへ大量のデータを転送することは高くつく。

• すべてのサーバにはプロパティに格納できるデータの量に限界がある。この限界を越えれば、セレ
クションのオーナがデータを格納するときに使用する ChangePropertyリクエストの際に、Allocエ
ラーが生じることになる。

サーバの資源が有限であるという問題は、次の規約によって扱われる。
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規約

1. セレクションオーナは、（接続時のハンドシェイクで受け取った最大リクエストサイズと
比べて相対的に）大きなセレクションを表現するデータを INCRプロパティのメカニズム
を使用して転送するべきである（セクション 2.7.2を見よ）。

2. SetSelectionOwnerを使用してセレクションの所有権を獲得するクライアントはすべて、
プロパティを変更するリクエストの際のAllocエラーを処理する手配をしておかなくては
ならない。このことは、Xlibを使用するクライアントでは、関数 XSetErrorHandlerを用
いてデフォルトのハンドラをオーバライドすることと関係する。

3. セレクションのオーナは、プロパティの格納を承認するための SelectionNotifyイベント
で返答する前に、セレクションを表すプロパティを格納する間 Allocエラーがいっさい生
じなかったことを確かめなければならない。

4. （最大リクエストサイズと比べて相対的に）大量のデータを格納するとき、クライアン
トは適正な量のデータを求める一連の ChangeProperty（mode==Append）リクエストを

使用しなければならない。これによってサーバのロックを回避することができ、Allocエ
ラーがもたらすデータの浪費を制限できる。

5. セレクションのデータを格納している間にAllocエラーが発生したら、このセレクションの
ために格納したすべてのプロパティを消去しなければならず、そしてそのConvertSelection
リクエストを拒絶しなければならない（セクション 2.2を見よ）。

6. 極端に長い時間にわたってサーバをロックするのを避けるため、プロパティから大量のデー
タを取ってくるリクエスタは、それぞれが適正な量のデータを要求する一連のGetProperty
リクエストを実行しなければならない。

実装者へのアドバイス

シングルスレッドのサーバは、大量のデータを転送する間、ロックしないように注意しなけれ

ばならない。

2.6 セレクションアトムの使用

新しいアトムを定義するとサーバの資源は消費され、サーバを再び初期化するまでそれらは解放されない。

すなわち、新しく造り出されるアトムの必要性を減らすことが、セレクションアトムを使用することの重

要な目標である。

2.6.1 セレクションアトム

それぞれアトムによって指定される、不特定な数のセレクションがありうる。しかしながら、クライアン

ト間の規約に従うためには、クライアントは次の 3つのセレクションだけを扱う必要がある。

• PRIMARY

• SECONDARY
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• CLIPBOARD

関連するクライアントのグループのなかで、プライベートなコミュニケーションのために、そのほかのセ

レクションを自由に使ってもよい。

2.6.1.1 PRIMARYセレクション

アトム PRIMARYで指定されるセレクションは、引数を 1つだけとるすべてのコマンドに対して使用され、
セレクションのメカニズムを用いるクライアント間のコミュニケーションの主要な手段である。

2.6.1.2 SECONDARYセレクション

アトム SECONDARYで指定されるセレクションは、次のように使用する。

• 2つの引数をとるコマンドに対する第 2の引数として（例えば「PRIMARYセレクションと SECONDARY
セレクションを入れ換える」）。

• PRIMARYセレクションが存在して、ユーザがそれを乱したくないときに、データを獲得する手段と
して。

2.6.1.3 CLIPBOARDセレクション

アトム CLIPBOARDで指定されるセレクションは、クライアント間で転送するデータ、すなわち通常カット
アンドペーストやコピーアンドペーストするデータを保持するのに用いる。

クライアントがデータをクリップボードに転送したいときは、

• クライアントは CLIPBOARDの所有権を主張しなければならない。

• 所有権を獲得するのに成功したら、CLIPBOARDの内容を求めるリクエストに対して、通常の方法で
（データを保持してそれを返すことができるように）返答する準備をしなければならない。そのリク

エストは下記のクリップボードクライアントが生成する。

• 所有権を獲得できなかったら、カットするクライアントは実際にカットを実行するべきではなく、ま
たクライアントが実際にデータをクリップボードに転送してしまったと思わせるようなフィードバッ

クを与えるべきではない。

転送するべきデータが変化するときはいつでも、オーナはこの過程を繰り返さなければならない。

クリップボードからデータをペーストしたいクライアントは、通常の方法で CLIPBOARDセレクションの内
容を要求しなくてはならない。

クライアントが実際にデータを消去やコピーしている間を除き、CLIPBOARDセレクションのオーナは、そ
の目的のために履行されるただ 1つの特別なクライアントである。このクライアントは次のように、クリッ
プボードの内容を最新のものに維持し、クリップボードのデータを求めるリクエストに応答する。
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• クライアントは CLIPBOARDセレクションの所有権を主張し、クリップボードのデータが変化すると
きはいつでも、その所有権を再度主張しなくてはならない。

• クライアントは、（もうひとつのクライアントがクリップボードに何か新しいデータを与えるために）
自分がセレクションを失う場合、

– SelectionClearイベントのタイムスタンプを用いて、新しいオーナからセレクションの内容を取
得しなければならない。

– それと同じタイムスタンプを用いて、CLIPBOARDセレクションの所有権を再度主張しようとし
なければならない。

– この試みがうまくいかなかったら、新しく獲得されるタイムスタンプを用いてその処理を再ス
タートしなければならない。このタイムスタンプは、CLIPBOARDセレクションの現在のオーナ
に、そのセレクションを TIMESTAMPへ変換するように求めることによって獲得しなくてはなら
ない。この変換が拒絶されるか、あるいは同一のタイムスタンプを 2度受け取る場合は、その
クリップボードクライアントは新規のタイムスタンプを通常の方法（例えば長さ 0のデータを
プロパティに追加すること）で獲得しなければならない。

• CLIPBOARDの内容を求めるリクエストに通常の方法で応答しなければならない。

特別な CLIPBOARDクライアントは必要ではない。カットするクライアントと、ペーストするクライアント
が使用するプロトコルは、CLIPBOARDクライアントが動作していてもいなくても同一である。その特別な
クライアントを動作させる理由は、次のことを含んでいる。

• 持続—カットするクライアントが堕ちたり終了するようなことがあっても、クリップボードの値は
依然として利用可能である。

• フィードバック—クリップボードクライアントはクリップボードの内容を表示できる。

• 簡単—データを消去するクライアントは、長い間そのデータを保持しておく必要がない。そのため、
レース条件が問題を引き起こす機会を減せる。

クリップボードクライアントを動作させない理由は、次のことを含んでいる。

• 性能—実際に必要とするとき（すなわち、あるクライアントが実際にそのデータを望んだとき）に
だけ、データを転送する。

• 適応性—クリップボードのデータは、1つより多くのターゲットで利用可能であるかもしれない。

2.6.2 ターゲットアトム

リクエスタがConvertSelectionリクエストのターゲットとして与えるアトムは、与えられるデータのフォー
ムを決定する。そのようなアトムのセットは拡張可能であるが、一般的に受理されるターゲットアトムの

基本セットが必要とされる。このための出発点として、次の表は現在までに提案されたものを含んでいる。
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アトム タイプ 受け取るデータ
ADOBE PORTABLE DOCUMENT FORMAT STRING [1]
APPLE PICT APPLE PICT [2]
BACKGROUND PIXEL ピクセル値のリスト
BITMAP BITMAP ビットマップ資源識別子のリスト
CHARACTER POSITION SPAN セレクションの最初と最後（バイト）
CLASS TEXT （セクション 4.1.2.5を見よ）
CLIENT WINDOW WINDOW セレクションオーナの最上位ウィンドウのいずれか
COLORMAP COLORMAP カラーマップ資源識別子のリスト
COLUMN NUMBER SPAN カラム番号の最初と最後
COMPOUND TEXT COMPOUND TEXT コンパウンドテキスト
DELETE NULL （セクション 2.6.3.1を見よ）
DRAWABLE DRAWABLE ドローワブル資源識別子のリスト
ENCAPSULATED POSTSCRIPT STRING [3], Appendix H4

ENCAPSULATED POSTSCRIPT INTERCHANGE STRING [3], Appendix H
FILE NAME TEXT ファイルの完全なパス名
FOREGROUND PIXEL ピクセル値のリスト
HOST NAME TEXT （セクション 4.1.2.9を見よ）
INSERT PROPERTY NULL （セクション 2.6.3.3を見よ）
INSERT SELECTION NULL （セクション 2.6.3.2を見よ）
LENGTH INTEGER セレクションのバイト数5

LINE NUMBER SPAN 行番号の最初と最後
LIST LENGTH INTEGER セレクションの分割部分の数
MODULE TEXT 選択されているプロシージャの名前
MULTIPLE ATOM PAIR （以降の説明を見よ）
NAME TEXT （セクション 4.1.2.1を見よ）
ODIF TEXT ISOオフィスドキュメント相互変換フォーマット
OWNER OS TEXT オーナクライアントのオペレーティングシステム
PIXMAP PIXMAP ピクスマップ資源識別子のリスト6

POSTSCRIPT STRING [3]
PROCEDURE TEXT 選択されているプロシージャの名前
PROCESS INTEGER, TEXT オーナのプロセス識別子
STRING STRING ISO Latin-1（+タブ+改行）テキスト
TARGETS ATOM 有効なターゲットアトムのリスト
TASK INTEGER, TEXT オーナのタスク識別子
TEXT TEXT オーナが選択するエンコーディングのテキスト
TIMESTAMP INTEGER セレクション獲得に使用したタイムスタンプ
USER TEXT オーナを動作させているユーザの名前

参考文献:

[1] Adobe Systems, Incorporated. Portable Document Format Reference Manual. Reading, MA, Addi-
son-Wesley, ISBN 0-201-62628-4.

[2] Apple Computer, Incorporated. Inside Macintosh, Volume V. Chapter 4, “Color QuickDraw,” Color
Picture Format. ISBN 0-201-17719-6.

4ターゲット ENCAPSULATED POSTSCRIPT と ENCAPSULATED POSTSCRIPT INTERCHANGE は（それぞれ）セレクションターゲット
のレジストリに現れるターゲット ADOBE EPSと ADOBE EPSIに等しい。 ADOBE ターゲットの使用はやめることになっているが、ク
ライアントは過去の互換性のために、それらのサポートを続けるように推奨されている。

5異なる量のデータを返すようないくつかのターゲットのどれかひとつに、セレクションが変換されるかもしれないので、この定
義はあいまいである。複数のターゲットがあるとすれば、これらの内のどれが LENGTH の結果に対応するのかをリクエスタが知る方
法はない。LENGTH への変換の結果については、まったく何も保証できないとクライアントは勧告されている。すなわち、その使用
はやめることになっている。

6このドキュメントの以前の版では誤って、ターゲット PIXMAP の変換は、タイプ PIXMAP ではなく、タイプ DRAWABLE のプロパ
ティを返すと指定していた。実装者はこのことを承知していなければならないし、古いクライアントとの互換性を考慮して、タイプ
DRAWABLE を同様にサポートするように望んでよい。
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[3] Adobe Systems, Incorporated. PostScript Language Reference Manual. Reading, MA, Addison-Wesley,
ISBN 0-201-18127-4.

時が経つにつれてこの表は大きくなっていくと思われる。

セレクションオーナは次のターゲットをサポートするように要求されている。そのほかのターゲットはす

べてオプショナルである。

• TARGETS —オーナは、現在のセレクションを変換する試みが（Allocエラーのような予期できない
問題がなければ）成功することになるターゲットを表す、アトムのリストを返さなければならない。

このリストは要求されるすべてのアトムを含んでいなければならない。

• MULTIPLE —ターゲットアトムMULTIPLEは、ConvertSelectionリクエストでプロパティが指定される
ときだけ有効である。SelectionRequestイベントの引数 propertyがNoneであり、targetが MULTIPLE
であれば、それを拒絶しなければならない。

セレクションオーナが SelectionRequest（target==MULTIPLE）イベントを受け取るとき、そのリクエ
ストで指定される propertyの内容は、2つのアトムの組のリストである。1番目のアトムはターゲッ
トを指定し、2番目のアトムはプロパティ（ここで Noneは有効ではない）を指定している。その効

果は次のことを除き、（1つのイベントがアトムのペアをそれぞれ表す）一連の SelectionRequestイ
ベントをオーナが受け取ったかのようでなければならない。

– オーナはリクエストされた変換をすべて実行したときだけ、SelectionNotifyで返答しなければ
ならない。

– MULTIPLEプロパティに含まれるアトムが指定するターゲットをオーナが変換できない場合、プ
ロパティに含まれるそのアトムを Noneで置換しなければならない。

規約

MULTIPLEプロパティのエントリは、それらがプロパティで出現する順序に従って処理しな
ければならない。より多くの情報についてはセクション 2.6.3を見よ。

リクエスタはその変換からデータをコピーしたとき、個々のプロパティをそれぞれ消去しなければな

らない。そして、すべてのデータをコピーしたら、MULTIPLEリクエストで指定した propertyを消去
しなければならない。

そのほか、それらのリクエストは独立に処理されるべきであり、独立に成功するか失敗するはずであ

る。ターゲット MULTIPLEは、オーナとリクエスタの間のプロトコルトラフィックを減らす最適化で
あり、トランザクションのメカニズムではない。例えばクライアントは、データを求めるターゲット

とターゲット DELETEの、2つのターゲットを含む MULTIPLEリクエストを発行するかもしれない。仮
にデータを求めるターゲットを変換できなくても、ターゲット DELETEは依然として処理されること
になる。

• TIMESTAMP —いくつかのレース条件を避けるために、オーナが所有権を獲得するために使用したタ
イムスタンプを、リクエスタが発見できることは重要である。プロトコルが変更され、所有権を獲得

するために使用したタイムスタンプを GetSelectionOwnerリクエストが返すようになるまで、ある
いはそうならないのであれば、セレクションオーナは TIMESTAMPへの変換をサポートし、自分がセ
レクションを獲得するために用いたタイムスタンプを返せるようにするべきである。
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2.6.3 副作用をもつセレクションターゲット

いくつかのターゲット（例えば DELETE）には副作用がある。これらのターゲットをあいまいでないように
するために、MULTIPLEプロパティのエントリをそのプロパティに出現する順序で処理しなければならない。

一般的に、副作用をもつターゲットは情報をいっさい返さない。すなわち、タイプ NULLで長さ 0のプロパ
ティを返す（タイプ NULLが意味するのは、文字列 “NULL”に対する InternAtomの結果であり、値 0で
はない。）。すべての場合において、変換を受理する前に、リクエストされている副作用を実行しなければ

ならない。リクエストされている副作用を実行できない場合は、それに対応する変換リクエストを拒絶し

なくてはならない。

規約

1. 副作用のあるターゲットはいっさい情報を返してはいけない（すなわち、タイプ NULLで
長さ 0のプロパティを返さなければならない。）。

2. ターゲットの副作用は変換を受理する前に実行しなければならない。

3. ターゲットの副作用を実行できない場合は、それに対応する変換を拒絶しなければなら
ない。

問題

時間のかかる変換が成功するまで ConvertSelectionリクエストへの応答を遅らす必要があるこ
とが、イントリンシックスのインタフェイスに身を入れてとりかかる必要のある問題を引き起

こしている。

これらの副作用をもつターゲットは「PRIMARYセレクションと SECONDARYセレクションを交換する」の
ような操作を実装するために使用される。

2.6.3.1 DELETE

セレクションのオーナがセレクションを DELETEに変換するリクエストを受け取るとき、オーナはそれに
対応するセレクションを消去しなければならず（そうすることがオーナの内部データ構造に対してどのよ

うなことを意味するとしても）、消去が成功した場合はタイプ NULLで長さ 0のプロパティを返さなければ
ならない。

2.6.3.2 INSERT SELECTION

セレクションのオーナがセレクションを INSERT SELECTIONに変換するリクエストを受け取るとき、指定
されるプロパティはタイプ ATOM PAIRである。1番目のアトムはセレクションを指定し、2番目はターゲッ
トを指定する。オーナはセレクションのメカニズムを利用して、指定のセレクションを指定のターゲット

に変換し、自分がその INSERT SELECTIONリクエストを受け取ったセレクションの位置にそれを挿入しな
ければならない（そうすることがオーナの内部データ構造に対してどのようなことを意味するとしても）。
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2.6.3.3 INSERT PROPERTY

セレクションのオーナがセレクションを INSERT PROPERTYに変換するリクエストを受け取るとき、オーナ
はそのリクエストで指定されているプロパティを、自分がその INSERT SELECTIONリクエストを受け取った
セレクションの位置に挿入しなければならない（そうすることがオーナの内部データ構造に対してどのよ

うなことを意味するとしても）。

2.7 セレクションプロパティの使用

セレクションによるデータ転送で使用するプロパティの名前はリクエスタが選択する。ConvertSelection
リクエストにおいて propertyフィールドに Noneを用いる（セレクションオーナが名前を選ぶように要求

する）ことは、これらの規約では許されない。

セレクションによるデータ転送では、いつでもセレクションオーナがプロパティのタイプを選択する。タイ

プのなかには、規約によって割り当てられている特別な意味をもつものもある。これらを以降のセクショ

ンで説明する。

すべての場合において、ターゲットへの変換を求めるリクエストはそのターゲットについて、前述の表に

記載してあるいずれかのタイプのプロパティを返すか、タイプ INCRのプロパティを返してから記載してあ
るいずれかのタイプのプロパティを返さなければならない。

あるセレクションプロパティは資源識別子を含んでいるかもしれない。セレクションオーナはその資源が

破壊されていないこと、そしてセレクションの転送が完了するまでその内容を変更しないことを保証しな

ければならない。資源が存在することや、資源の内容が適正であることに依存するリクエスタは、そのセ

レクションプロパティを消去する前に（例えば、ピクスマップの内容をコピーすることによって）その資

源を処理しなければならない。

セレクションオーナは、プロパティのタイプが示すタイプの、0個以上の項目からなるリストを返すことに
なる。一般的にそのリストの項目の個数は、セレクションのばらばらの部分の個数に対応している。いく

つかのターゲット（例えば、副作用をもつターゲット）は、セレクションのばらばらの部分の個数と関係

なく長さ 0である。固定長の項目の場合、リクエスタは項目の個数をプロパティのサイズで決定するかも
しれない。セレクションプロパティのタイプを下記の表に記載してある。テキストのような可変長の項目

についてはセパレータも記載してある。

タイプアトム フォーマット セパレータ
APPLE PICT 8 自己決定的なサイズ
ATOM 32 固定長
ATOM PAIR 32 固定長
BITMAP 32 固定長
C STRING 8 0
COLORMAP 32 固定長
COMPOUND TEXT 8 0
DRAWABLE 32 固定長
INCR 32 固定長
INTEGER 32 固定長
PIXEL 32 固定長
PIXMAP 32 固定長
SPAN 32 固定長
STRING 8 0
WINDOW 32 固定長
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時が経つにつれてこの表は大きくなっていくと思われる。

2.7.1 テキストのプロパティ

一般的に、テキスト文字列のプロパティにおける文字のエンコーディングは、そのタイプによって指定さ

れる。文字列のプロパティのタイプと、コンソーシアムが採用しているフォント指定標準においてフォン

ト名内部に組み込まれている文字集合名の間に、簡単で逆変換可能なマッピングがあることが強く望まれ

ている。

アトム TEXTは多形態のターゲットである。TEXTへの変換要求は、オーナに都合のよいどんなエンコーディ
ングにも変換されることになる。その選ばれるエンコーディングは、返されるプロパティのタイプが示す

ことになる。TEXTはタイプとしては定義されていないので、セレクションの変換リクエストから返される
タイプにはなり得ない。

リクエスタは、ある特定のエンコーディングでセレクションの内容を返すようにオーナに希望するのであ

れば、そのエンコーディング名への変換を要求しなければならない。

セクション 2.6.2の表で、（タイプ欄の）TEXTという語は、登録されているエンコーディング名のひとつを
示すために使用されている。タイプは正確には TEXTではない。つまり、タイプはオーナによって選ばれる
エンコーディングを指定する、STRINGや何かそのほかのアトムである。

タイプあるいはターゲットとしての STRINGは、ISO Latin-1文字集合に制御文字のタブ（8進数で 11）と
改行（8進数で 12）を加えたものを指定する。タブのスペーシング（字間をあけること）の解釈はコンテ
クスト依存である。現時点では、そのほかの ASCII制御文字は STRINGには明示的に含まれない。

タイプあるいはターゲットとしての COMPOUND TEXTは、コンパウンドテキスト相互変換フォーマットを
指定する。Compound Text Encordingを見よ。

テキストオブジェクトのなかには、その出所あるいは意図をもつユーザが、場合によっては、そのテキス

トについて特定の文字集合をもたないが、代わりに 0を終端とすること以外にはいっさい制限のない、連
続するバイト列を単に必要とするものもある。すなわち、セレクションのメカニズムでは、いくつかのバ

イト値が許されないことを想定してよい要素や、2つの異なるバイト列が同じ意味であることを想定して
よい要素はいっさいない7。こうしたオブジェクトに対してはタイプ C STRINGを使用しなければならない。

根本的理由

C STRINGを必要とする例はファイル名を伝えることである。多くのオペレーティングシステム
は、ファイル名に文字集合があるものとしてファイル名を解釈しない。例えば、同一の文字列

は ASCIIと EBCDICでは異なるバイト列を使用するが、大部分のオペレーティングシステム
はそれらを異なるファイル名とみなしてしまうし、それらを同じものとして扱う方法をいっさ

い提供しない。したがって文字集合に基づくプロパティのタイプはまったく適切でない。

タイプ STRING, COMPOUND TEXTと C STRINGのプロパティはヌル文字で区切られる構成要素のリストから
成る。そのほかのエンコーディングでは適切なリストのフォーマットを指定する必要があるだろう。

7このことは、STRING とは、多くのバイト値が許されないという点で異なること、そして COMPOUND TEXT とは、例えば、バイ
ト列 27, 40, 66（ASCII から GL への指示）を先頭に挿入してもその意味が変わらないという点で異なることに注意。
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2.7.2 タイプ INCRのプロパティ

リクエスタはセレクションのデータをもたらすあらゆるターゲットの応答として、タイプ INCR8のプロパ

ティを受け取るかもしれない。これはオーナが実際のデータをインクリメンタルに送信しようとしている

ことを示す。INCRプロパティの内容は整数であり、そのセレクションのデータのバイト数に関して、より
低い境界を表している。リクエスタとセレクションオーナはセレクションのデータを次のように転送する。

セレクションのリクエスタが、そのセレクションの返答を形成している（タイプ INCRの）プロパティを消
去することにより、転送処理を開始する。

続いてセレクションオーナは、

• データを適切な大きさのチャンク（塊）で、そのセレクションの返答で用いたのと同じウィンドウの
同じプロパティに、変換されるそのセレクションの実際のタイプに対応するタイプで追加する。その

サイズは Xサーバとの接続ハンドシェイクで受け取る最大リクエストサイズよりも小さくなければ
ならない。

• それぞれの追加の間に、リクエスタがデータを読んだことを示す PropertyNotify（state==Deleted ）

イベントを待つ。このようにする理由は、サーバのスペースの消費を制限するためである。

• （サーバにデータを全部転送した後、）リクエスタがデータを読み終えたことを示す PropertyNotify
（state==Deleted ）イベントを待ってから、長さ 0のデータをプロパティに書く。

セレクションのリクエスタは、

• SelectionNotifyイベントを待つ。

• 次を繰り返す。

– 引数 deleteが True の GetPropertyを用いてデータを取ってくる。

– 引数 stateが NewValue の PropertyNotifyを待つ。

• PropertyNotifyイベントが指定するプロパティの長さが 0になるまで待つ。

• 長さ 0のプロパティを消去する。

変換されるそのセレクションのタイプは、最初の部分のプロパティのタイプである。残りの部分のプロパ

ティも同じタイプでなければならない。

2.7.3 ドローワブルのプロパティ

リクエスタは適当な資源識別子を含むタイプ PIXMAP, BITMAP, DRAWABLEや WINDOWのプロパティを受け
取るかもしれない。これらのドローワブルに関する情報は GetGeometryリクエストという手段でサーバ
から手に入れることができるが、次の項目はそうではない。

8初期の草稿ではこれらのプロパティは INCREMENTALと呼ばれていた。それらを使用するプロトコルが変更されたので、混乱を避
けるためその名前も変更した。
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• 前景ピクセル値

• 背景ピクセル値

• カラーマップ資源識別子

一般的に、セクション 2.6.2の表の、返されるタイプがドローワブルの種類のひとつであるターゲットに変
換するリクエスタは、（MULTIPLEのメカニズムを使用して）次のターゲットにも変換することを見込む必
要がある。

• FOREGROUNDはピクセル値（PIXEL）を返す。

• BACKGROUNDはピクセル値（PIXEL）を返す。

• COLORMAPはカラーマップ資源識別子を返す。

2.7.4 スパンのプロパティ

タイプ SPANのプロパティは、そのフォーマットによって決まるカーディナル（基数）の長さに関する、2
つのカーディナルのリストを含んでいる。1番目は開始位置を指定し、2番目は最終位置に 1を加えたもの
を指定する。ベースは 0である。2つが同じである場合、スパンは長さ 0であり、指定の位置の直前にあ
る。その単位は LINE NUMBERや CHARACTER POSITIONといったターゲットアトムによって暗示される。

2.8 マネージャセレクション

マネージャと呼ばれることの多い、ある種のクライアントは共有資源を管理するための責務を負う。共有

資源を管理するクライアントは、セクション 1.2.3と 1.2.6で記述している規約を用いて指定される、適切
なセレクションの所有権を獲得しなければならない。複数の共有資源（あるいは資源のグループ）を管理

するクライアントは、それぞれの資源を表すセレクションの所有権を獲得しなければならない。

マネージャはそのセレクションに対して様々なターゲットへの変換をサポートしてよい。クライアントが

その管理される資源と相互作用するための主要な手段として、マネージャはこのテクニックを使用するよ

うに推奨されている。ウィンドウマネージャとの相互作用に関する規約は、このセクションよりも古くか

らあることに注意。結果としてウィンドウマネージャとの相互作用の多くは、そのほかのテクニックを使

用する。

マネージャは、マネージャセレクションの所有権を獲得する前に、GetSelectionOwnerリクエストを用い
て、すでに別のクライアントがそのセレクションを所有していないか確認しなければならない。そして、

場合によっては、新しいマネージャが古いマネージャを置き換えるべきか、そのマネージャはユーザに尋

ねなければならない。置き換えるのであれば、そのマネージャはセレクションの所有権を獲得してもよい。

マネージャは、特にこの目的のために作成されるウィンドウを使用して、セレクションを獲得しなければ

ならない。マネージャはセクション 2.1と 2.2で記述しているセレクションオーナのための規則に従うべき
である。そして、セクション 2.6.2に記載している必須のターゲットをサポートするべきでもある。

マネージャがセレクションの所有権を失う場合、このことは新しいマネージャがその責務を引き継ごうと

していることを意味する。古いマネージャは自分が管理していたすべての資源を解放するべきであり、続
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いてそのセレクションを所有していたウィンドウを破壊するべきである。例えば、WM S2の所有権を失う
ウィンドウマネージャは、WM S2を所有するウィンドウを破壊する前に、SubstructureRedirectを外して、
スクリーン 2のルートウィンドウに関するイベントの懇請をやめるべきである。

新しいマネージャは、そのセレクションを所有しているウィンドウが破壊されたことに気付いたら、続け

て自分が管理するつもりの資源のコントロールをうまく始めることができると判断する。古いマネージャ

が適正な時間内にそのウィンドウを破壊しない場合は、新しいマネージャはそのウィンドウそのものを破

壊したり、古いマネージャを殺したりする前に、ユーザに確認しなければならない。

マネージャが、セレクションによってコントロールされる共有資源の管理を、自分が所有しているときに

放棄したい場合は、自分が管理している資源を解放し、続けてそのセレクションを所有しているウィンド

ウを破壊することによって、それを実行するべきである。新しいマネージャは最初にそのセレクションを

放棄してはならない。そうすることによってレース条件が生じてしまうからである。

マネージャセレクションのオーナがその対応する共有資源を管理しなくなるのはいつであるのか、というこ

とに関心があるクライアントは、そのセレクションを所有しているウィンドウに関する StructureNotifyを
懇請して、そのウィンドウが破壊されるときを自分自身に通知できるようにしなければならない。クライア

ントは、GetSelectionOwnerを実行してから StructureNotifyを懇請した後に、再び GetSelectionOwner
を実行して、最初にセレクションオーナを取得してから StructureNotifyを懇請するまでにオーナが変わ
らなかったことを確認するように警告されている。

マネージャは、マネージャセレクションの所有権をうまく獲得した直後に、ClientMessageイベントを送
ることによって自分の出現をアナウンスしなければならない。SendEventプロトコルリクエストを使用し
て、このイベントを次の引数と共に送らなければならない。

引数 値
destination スクリーン 0のルートウィンドウ、またはマネージャがスクリーン特有の資源を管理しているならば、

適正なスクリーンのルートウィンドウ
propagate False
event-mask StructureNotify
event ClientMessage

type MANAGER
format 32
data[0]9 タイムスタンプ
data[1] マネージャセレクションのアトム
data[2] セレクションを所有しているウィンドウ
data[3] マネージャセレクション特有のデータ
data[4] マネージャセレクション特有のデータ

特定のマネージャがいつから動作しているのかを知りたいクライアントは、適当なルートウィンドウに関

して StructureNotifyを懇請しなければならず、そして適当なタイプ MANAGERの ClientMessageを待ち
構えていなければならない。

9data[n]という表記法を、ClientMessageの formatフィールドに従って、その dataフィールドにある LISTofINT8, LISTofINT16,
あるいは LISTofINT32 の n番目の要素を指すために使用する。このリストは 0 から始まっている。
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ウィンドウマネージャが、スクリーン空間といった競合する資源の要求を調停するという自分の役割を果

たせるように、（ウィンドウマネージャによって）管理されているクライアントはいくつかの規約に忠実で

あるべきであり、ウィンドウマネージャも同じようにすると期待するべきである。ここではクライアント

の視点からこれらの規約を扱う。

一般に、これらの規約はいくぶん複雑であり、ウィンドウ管理の新しいパラダイムが開発されれば、きっと

変更されることになる。このように、本質的で、ウィンドウ管理のパラダイムすべてに全般的にあてはまる

規約だけを定義しようとする強い傾向がある。ある特定のウィンドウマネージャと共に動作するように設

計されたクライアントは、容易にプライベートなプロトコルを定義してこれらの規約へ加えることができ

る。しかし、そのプライベートなプロトコルの設計者が、自分はユーザインタフェイスの「真の光」を見た

とどんなに確信しているとしても、そのようなクライアントのユーザが何か別なウィンドウマネージャを

動作させようとすることになるかもしれないということを、そのクライアントは承知しているべきである。

どのウィンドウマネージャが動作しているのかを、あるいはそれどころか、ウィンドウマネージャが動作

しているのかどうかさえも、一般的なクライアントが知っていたり気にしたりしてはならないということ

が、これらの規約の原則である。ウィンドウマネージャが動作していなければ、規約はクライアントの機

能のすべてをサポートするとは限らない。例えば、アイコン化の概念をクライアントは直接サポートしな

い。ウィンドウマネージャがいっさい動作していなければ、アイコン化の概念はあてはまらない。この規

約の目標は、機能上の損失なしにウィンドウマネージャを殺し、再始動できるようにすることである。

ウィンドウマネージャはそれぞれ、独自のウィンドウ管理方針をもつことになる。ユーザの環境に適切な

ウィンドウ管理方針は、個々のクライアントが選択するものではなく、ユーザやユーザのシステム管理者に

よって選択されるものである。このことは、プライベートなプロトコルを使用して、特定のウィンドウマ

ネージャのもとでのみ操作できるように制限されたクライアントを書く可能性を除外しない。むしろ、一

般的なユーティリティがそのようなプログラムをまったく要求しないと保証しているだけである。

例えば、「私が書いているクライアントは重要であり、（画面の）一番上に位置する必要がある。」と主張さ

れることがよくある。おそらく重要なのは、そのクライアントを本格的に動作させているときである。そ

して、あるプライベートなプロトコルによって「重要な」ウィンドウを認識し、そのウィンドウが一番上に

位置するように保証するウィンドウマネージャのコントロールのもとで、そのクライアントを動作させな

ければならない。しかしながら、例えば、その「重要な」クライアントがデバッグされているのを想像し

てみよ。その場合は、そのウィンドウが常に一番上に位置するように保証することは、もはや適切なウィ

ンドウ管理方針ではないし、そのほかのウィンドウ（例えば、デバッガ）が一番上に現れることができる

ウィンドウマネージャのもとで、そのクライアントを動作させなければならない。

21



第 4章 Client-to-Window-Manager Communication

4.1 クライアントの行動

一般に、Xバージョン 11の設計の目標は、クライアントはウィンドウマネージャが不在のときにするのと
同じことを、できる限り正確にしなければならないということである。ただし、次のことは除く。

• 自分が取得したい資源についてウィンドウマネージャにヒントを与えること。

• 仮に要求したものでなくても、自分に割り当てられた資源を受諾することによって、ウィンドウマ
ネージャと協力すること。

• 資源の割り当てが変化することにいつでも備えていること。

4.1.1 最上位ウィンドウの生成

クライアントの最上位ウィンドウは、オーバライドリダイレクト属性が False のウィンドウである。最上

位ウィンドウはルートウィンドウの子であるか、あるいはウィンドウマネージャによって親が変更される

直前まで、ルートウィンドウの子であった。クライアントがそのウィンドウの親をルートウィンドウでな

いウィンドウに変更すれば、そのウィンドウはもはや最上位ウィンドウではない。しかし、クライアント

がそのウィンドウの親をルートウィンドウに戻せば、そのウィンドウは再び最上位ウィンドウになること

ができる。

クライアントは通常、次のようなある定型文を使用することにより、自分の複数の最上位ウィンドウを、1
つ以上のルートウィンドウの子として生成しようと見込んでいる。

win = XCreateSimpleWindow(dpy, DefaultRootWindow(dpy), xsh.x, xsh.y,
xsh.width, xsh.height, bw, bd, bg);

しかしながら、ある特定のルートウィンドウのひとつを必要とする場合は、クライアントは次のようなも

のを使用できる。

win = XCreateSimpleWindow(dpy, RootWindow(dpy, screen), xsh.x, xsh.y,
xsh.width, xsh.height, bw, bd, bg);

理想的には、ルートウィンドウの選択をオーバライドすること、そして（ウィンドウマネージャを含む）ク

ライアントがルートウィンドウでないウィンドウを擬似的なルートウィンドウとして扱うことが可能でな

ければならない。例えば、このことによってウィンドウマネージャのテストができるようになり、アプリ

ケーション特有のウィンドウマネージャを使用して、関連するクライアント一式のそれぞれが所有するサ

ブウィンドウをコントロールできるようになる。適切にそれを行うには拡張が必要であり、そのデザイン

は研究中である。

クライアントの視点からは、ウィンドウマネージャはクライアントの最上位ウィンドウを、次の 3つの状
態のひとつにあるものとみなすことになる。

• Normal（通常の状態）
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• Iconic（アイコン化された状態）

• Withdrawn（退避した状態）

新しく生成したウィンドウはWithdrawn状態で始まる。最上位ウィンドウをマップ、アンマップするとき
と、ウィンドウマネージャがあるメッセージ（ClientMessageイベント）を受け取ったときに、状態間の
遷移が生じる。より詳しいことについては、セクション 4.1.2.4と 4.1.4を見よ。

4.1.2 クライアントのプロパティ

クライアントは、ひとたび 1つ以上の最上位ウィンドウを所有したら、その最上位ウィンドウにプロパティ
を置き、自分が望む挙動をウィンドウマネージャに通知しなければならない。ウィンドウマネージャは、与

えられないプロパティがあれば、どれでもそれに自分に都合のよい値をとることになる。したがって、特

定の値に依存するクライアントは明示的にそうした値を与えるべきである。クライアントが書いたプロパ

ティをウィンドウマネージャが変更することはない。

ウィンドウがWithdrawn状態から遷移したときに、ウィンドウマネージャはこれらのプロパティの内容を
調べ、そのウィンドウが Iconic状態かNormal状態にある間、いくつかのプロパティをその変更について
監視することになる。クライアントはそれらのプロパティのひとつを変更するときに、Replace モードを

使用してプロパティ全体を新しいデータで上書きしなければならない。つまり、ウィンドウマネージャが

プロパティの昔の値を覚えたりすることはない。プロパティのフィールドはすべて、1回の Replace モー

ドの ChangePropertyリクエストで、適切な値にセットするべきである。このことは、存在しているウィ
ンドウマネージャが墜ちたり、それをシャットダウンして再始動したり、あるいはセッションマネージャが

セッションをシャットダウンして再始動する必要がある場合に、プロパティのすべての内容を、新しいウィ

ンドウマネージャが利用できるように保証する。

規約

ウィンドウマネージャのためのプロパティを書いたり書き換えたりするクライアントは、プロ

パティそれぞれの完全な内容がいつでも有効であるように保証しなければならない。

これらのプロパティのいくつかは、ウィンドウやピクスマップのような資源識別子を含んでいるかもしれ

ない。少なくともそのプロパティが置かれているウィンドウが存在する間は、クライアントはそれらの資

源が存在するように保証しなければならない。

これらのプロパティが期待されているものよりも長い場合、クライアントはそのプロパティの残りの部分

を無視しなければならない。これらのプロパティの拡張は Xコンソーシアムに予約されている。つまり、
それらをプライベートに拡張することは禁止されている。プライベートに追加された、クライアントとウィ

ンドウマネージャの間のコミュニケーションは、独立したプロパティを使用して行わなければならない。こ

の規則の唯一の例外はプロパティWM PROTOCOLSであり、これは任意の長さで、プライベートなプロトコ
ルを表すアトムを含んでもよい（セクション 4.1.2.7を見よ）。

続くセクションでは、クライアントがセットする必要のあるプロパティをそれぞれ順に説明する。これら

はセクション 4.4の表に要約されている。
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4.1.2.1 プロパティWM NAME

プロパティWM NAMEは、クライアントがウィンドウマネージャに、そのウィンドウと関連するところ（例
えばそのウィンドウのヘッドラインバー）に表示して欲しい、解釈されない文字列である。

この文字列（およびそのほかすべての解釈されない文字列のプロパティ）に使用するエンコーディングは、

プロパティのタイプによって暗示される。この目的で使用する、タイプを表すアトムはセクション 2.7.1で
記述している。

ウィンドウマネージャはこの情報を表示しようと努力するように期待されている。単に WM NAMEを無視
することは歓迎される振る舞いではない。クライアントは、少なくともこの文字列の最初の部分はユーザ

に対して可視であるとみなせるし、その情報がユーザに対して不可視であれば、その理由はユーザがそれ

を不可視にするような明示的な行動をとったとみなせる。

逆に、ウィンドウマネージャがウィンドウのヘッドラインを仮にサポートするとしても、ユーザがWM NAME
の文字列を見ることができるという保証はまったくない。ユーザはヘッドラインをスクリーンの外に配置

したり、そのほかのウィンドウで覆い隠したりするかもしれない。WM NAMEを、アプリケーションにとっ
て重大な情報を表すために使用したり、タイムリーなユーザの応答を要求するような、アプリケーション

の非同期な状態変化をアナウンスするために使用したりしてはならない。見込まれている用途は、同じク

ライアントから成る多くのインスタンスのひとつをユーザが識別できるようにすること、そして重大でな

い状態の情報をユーザに与えることである。

ヘッドラインバーをサポートするウィンドウマネージャでさえ、可視である WM NAMEの文字列の長さに
ある限界を設けることになる。したがって、この点では簡潔さが利益を生むことになる。

4.1.2.2 プロパティWM ICON NAME

プロパティWM ICON NAMEは、ウィンドウがアイコン化されたときに、そのウィンドウと関連するところ
（例えばアイコンのラベル）にクライアントが表示して欲しい、解釈されない文字列である。プロパティの

タイプを含めて、そのほかの点ではWM NAMEと類似している。明白な幾何学的理由から、WM ICON NAME
では通常 WM NAMEよりも少ない数の文字が可視であることになる。

クライアントはこの文字列を自分のアイコンピクスマップやアイコンウィンドウに表示しようとしてはな

らない。正しく言えば、クライアントはウィンドウマネージャがそうすることに頼らなければならない。

4.1.2.3 プロパティWM NORMAL HINTS

プロパティWM NORMAL HINTSのタイプは WM SIZE HINTSである。その内容は次のようになる。
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フィールド データ型 コメント
flags CARD32 （次の表を見よ）
pad 4 * CARD32 過去の互換性のため
min width INT32 なければ base widthであるとみなす
min height INT32 なければ base heightであるとみなす
max width INT32
max height INT32
width inc INT32
height inc INT32
min aspect (INT32,INT32)
max aspect (INT32,INT32)
base width INT32 なければ min widthであるとみなす
base height INT32 なければ min heightであるとみなす
win gravity INT32 なければ NorthWest であるとみなす

WM SIZE HINTS.flagsのビットの定義は次のようになる。

名前 値 フィールド
USPosition 1 ユーザが指定した x, y
USSize 2 ユーザが指定した幅と高さ
PPosition 4 プログラムが指定した位置
PSize 8 プログラムが指定したサイズ
PMinSize 16 プログラムが指定した最小サイズ
PMaxSize 32 プログラムが指定した最大サイズ
PResizeInc 64 プログラムが指定したサイズ変更の増分
PAspect 128 プログラムが指定した最大と最小の縦横比
PBaseSize 256 プログラムが指定したベースサイズ
PWinGravity 512 プログラムが指定したウィンドウのグラビティ

ウィンドウのサイズと位置が（Withdrawn状態からの遷移が生じたときに）ユーザによって指定されたこ
とを示すためには、クライアントは USPosition フラグと USSize フラグをセットしなければならない。

それによってウィンドウマネージャは、ウィンドウをどこに配置するべきか、どのようなサイズにするべ

きかをユーザが特別に要求したこと、そしてそれ以上の対話が不必要であることがわかる。ユーザといっ

さい関わり合うことなく、サイズと位置がクライアントによって指定されたことを示すためには、クライ

アントは PPosition と PSize をセットしなければならない。

サイズの指定は境界を除くクライアントのウィンドウの幅と高さに適用される。

win gravityはUnmapを除いた、コアプロトコルのWINGRAVITYで指定される値NorthWest (1), North

(2), NorthEast (3), West (4), Center (5), East (6), SouthWest (7), South (8), SouthEast (9)のどれ
でもよい。これは、ウィンドウマネージャのフレームに対してスペースをあけるために、クライアントの

ウィンドウをどのように移して欲しいのか、あるいは移して欲しいかどうかを指定する。

win gravityが Static であれば、ウィンドウマネージャのフレームの内側にあるクライアントのウィンド

ウの境界が、クライアントがWithdrawn状態からの遷移を要求したときにそれがあった位置と、スクリー
ン上で同じ位置になるようにフレームが配置される。win gravityの他の値は、ウィンドウの参照点を指定
する。NorthWest , NorthEast , SouthWest と SouthEast では、参照点はウィンドウの指定したかど

の外側（境界の端の外側）である。North , South , East とWest では、参照点はウィンドウの境界の指

定した端の外側の中心である。Center では、参照点はウィンドウの中心である。ウィンドウマネージャ

のフレームの参照点は、クライアントがWithdrawn状態からの遷移を要求したときにクライアントのウィ
ンドウの参照点があった、そのスクリーン上の位置に配置される。
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min widthとmin heightのフィールドは、クライアントが有効なまま、そのウィンドウが成りえる最小サイ
ズを指定する。max widthと max heightのフィールドは、最大サイズを指定する。width incと height inc
に関連する base widthと base heightのフィールドは、指定したウィンドウの幅と高さに関する等差数列を
定義し、非負の整数 i, j に対して、次のようになる。

幅 = base width+(i×width inc)

高さ = base height+( j×height inc)

ウィンドウマネージャは、ウィンドウのサイズをユーザに報告する際、幅と高さの代わりに iと j を用いる

ように推奨されている。ベースサイズ（base widthと base height）が与えられなければ、その代わりに最
小サイズを使用することになるし、逆の場合も同じである。

min aspectと max aspectフィールドは、前者が分子で後者が分母の分数であり、これらによって自分が望
む縦横比の範囲をクライアントが指定できる。縦横比を守るウィンドウマネージャは、指定されたウィン

ドウのサイズを決定するときに、ベースサイズを考慮しなければならない。縦横比と一緒にベースサイズ

が与えられる場合は、その縦横比が範囲に収まるか確認する前に、ウィンドウのサイズからベースサイズ

を引き算しなければならない。ベースサイズが与えられない場合は、ウィンドウのサイズから何も引き算

してはならない。（この目的でベースサイズの代わりに最小サイズを用いてはならない。）

4.1.2.4 プロパティWM HINTS

プロパティWM HINTS（そのタイプはWM HINTSである）は、ウィンドウマネージャとコミュニケーション
するために使用される。このプロパティは、ウィンドウそれ自身から利用可能なウィンドウのジオメトリ、

WM NORMAL HINTSから利用可能なそのジオメトリに関する制約、そしてWM NAMEのような個々のプロパ
ティを必要とするさまざまな文字列以外の、ウィンドウマネージャが必要とする情報を伝える。そのプロ

パティの内容は次のようになる。

フィールド データ型 コメント
flags CARD32 （次の表を見よ）
input CARD32 クライアントの入力モデル
initial state CARD32 最初にマップされたときの状態
icon pixmap ピクスマップ アイコンの画像のピクスマップ
icon window ウィンドウ アイコンの画像のウィンドウ
icon x INT32 アイコンの位置
icon y INT32
icon mask ピクスマップ アイコンの輪郭のマスク
window group ウィンドウ グループリーダのウィンドウ資源識別子

WM HINTS.flagsのビットの定義は次のようになる。

名前 値 フィールド
InputHint 1 input
StateHint 2 initial state
IconPixmapHint 4 icon pixmap
IconWindowHint 8 icon window
IconPositionHint 16 icon x & icon y
IconMaskHint 32 icon mask
WindowGroupHint 64 window group
MessageHint 128 （このビットは一般にはもう使われていない）
UrgencyHint 256 緊急
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プロパティWM HINTSなしにウィンドウがマップされた場合は、ウィンドウマネージャはプロパティWM HINTS
のすべてのフィールドに対して、都合のよい値を想定して構わない。

inputフィールドは、クライアントが使用する入力フォーカスモデルを、ウィンドウマネージャに伝えるた
めに使用する（セクション 4.1.7を見よ）。

広域的に能動的な入力モデルと、入力なしモデルのクライアントは、inputフィールドを False にセット

しなければならない。受動的な入力モデルと局所的に能動的な入力モデルのクライアントは、inputフィー
ルドを True にセットしなければならない。

クライアントの視点からは、ウィンドウマネージャはクライアントの最上位ウィンドウを、次の 3つの状
態のいずれかにあるものとみなす。

• Normal（通常の状態）

• Iconic（アイコン化された状態）

• Withdrawn（退避した状態）

3つの状態の語義は、セクション 4.1.4で説明している。新しく生成したウィンドウはWithdrawn状態で
始まる。最上位ウィンドウをマップ、アンマップするときと、ウィンドウマネージャがあるメッセージを

受け取ったときに、状態間の遷移が生じる。

initial stateフィールドの値は次の表が示すように、最上位ウィンドウをWithdrawn状態からマップする
ときに、クライアントがなりたい状態を決定する。

状態 値 コメント
NormalState 1 ウィンドウが可視である
IconicState 3 アイコンが可視である

icon pixmapフィールドは、アイコンとして使用するピクスマップを指定してよい。このピクスマップは、

• ルートウィンドウにプロパティWM ICON SIZEがあれば、それが指定するサイズのひとつでなければ
ならない。

• デプスが 1でなければならない。ウィンドウマネージャはデフォルトのデータベースから、適切な背
景色（ビット 0を表す）と前景色（ビット 1を表す）を選択することになる。もちろん、これらのデ
フォルトは、異なるクライアントのアイコンに対して異なる色を指定できる。

icon maskは、icon pixmapのどのピクセルをアイコンとして使用するべきか指定する。これによって、ア
イコンが矩形でなくなることが可能になる。

icon windowフィールドは、クライアントが自分のアイコンとして使用して欲しいウィンドウの資源識別子
である。すべてではないが、ほとんどのウィンドウマネージャはアイコンウィンドウをサポートする。サ

ポートしないものは、アイコンのように振る舞う小さなウィンドウがまったく不適切であるようなユーザ

インタフェイスをもっているのだろう。クライアントはなんとかしてこの機能の省略を補償しようとして

はならない。

単純な 2色のビットマップよりも多くの能力をアイコンに必要とするクライアントは、アイコンウィンド
ウを用いるべきである。アイコンウィンドウを用いるクライアントのための規則は、セクション 4.1.9で説
明している。
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座標 (icon x, icon y)は、アイコンを配置する場所に関するウィンドウマネージャへのヒントである。アイ
コンの配置はウィンドウマネージャの方針によってコントロールされるので、クライアントはウィンドウ

マネージャがこのヒントに注意を払うことに依存してはならない。

window groupフィールドは、このウィンドウがウィンドウグループに所属していることをクライアントに
指定させる。ひとつの例は、クライアントが単独でルートウィンドウの複数の子を操作することである。

規約

1. window groupフィールドはグループリーダの資源識別子にセットされなければならない。
ウィンドウグループのグループリーダはその目的だけのために存在するウィンドウであっ

てもよい。この種のプレースホルダとしてのグループリーダをクライアントやウィンドウ

マネージャがマップすることは決してない。

2. ウィンドウグループのグループリーダのプロパティは、そのグループ全体のためのもので
ある（例えば、グループ全体をアイコン化するときに表示されるアイコンなど）。

ウィンドウマネージャはグループ全体を操作するための機能を提供するかもしれない。現時点では、クラ

イアントがグループ全体を操作する方法はない。

MessageHint のビットは、クライアントがそれを flagsフィールドにセットしていれば、セクション 4.1.2.7
の WM PROTOCOLSのメカニズムではなく、時代遅れのウィンドウマネージャ通信プロトコル1を使用して

いることを示す。

UrgencyHint フラグは、クライアントがそれを flagsフィールドにセットしていれば、そのウィンドウの
内容が緊急なものであると考えていて、ユーザのタイムリーな応答を要求していることを示す。ウィンド

ウマネージャは、このフラグがセットされている間、そのウィンドウに対してユーザの注意を引くために、

何か努力しようとするべきである。ウィンドウマネージャはまた、ウィンドウがNormal状態か Iconic状
態にある間は常に、このフラグの状態を監視するべきであり、フラグの状態が変化したときに適切な行動

をとるべきである。そのほかの点では、このフラグはウィンドウの状態から独立している。特に、クライア

ントがこのフラグをアイコン化されたウィンドウにセットした場合に、ウィンドウマネージャはそのウィ

ンドウを元に戻す必要はない。クライアントは、ユーザが UrgencyHint フラグを 0にセットできたり、
そのウィンドウをWithdrawn状態にできるような、いくつかの手段を提供するべきである。ユーザの行動
が、そのウィンドウを緊急ものにした現状を緩和できたり、あるいは単にその警告を消したりできる。

根本的理由

このメカニズムは警告のダイアログボックスや備忘録のウィンドウで、ウィンドウをマップす

るだけでは不十分な場合（例えば、複数のワークスペースや仮想デスクトップをもつウィンド

ウマネージャが存在する場合）や、オーバライドリダイレクト属性をセットしたウィンドウで

はあまりにも押しつけがましい場合に有用である。例えば、ウィンドウマネージャは、緊急な

ウィンドウのタイトルバーやアイコンに標識を加えることによって、そのウィンドウに注意を

引きつけてよい。ウィンドウマネージャは新しく緊急になったウィンドウに対して、（それが

Iconic状態であれば）そのアイコンをフラッシュさせたり、そのウィンドウをスタックの一番
上にライズするなどして、補足的な行動をとってもよい。

1この時代遅れのプロトコルは 1998年 7 月 27日に記述された、ICCCMの草稿である。そのプロトコルを使用しているウィンド
ウのプロパティWM HINTS は期待しているものより 4 バイト長いので、そうしたウィンドウを検出することもできる。ウィンドウマ
ネージャは過去の互換性モードで、時代遅れのプロトコルを使用するクライアントをサポートして構わない。
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4.1.2.5 プロパティWM CLASS

（制御文字を除いたタイプ STRINGの）プロパティWM CLASSは、2つの連続した、ヌルを終端とする文字
列を含む。これらはインスタンス名とクラス名を指定する。クライアントとウィンドウマネージャの両方

が、アプリケーション用のリソースを探し出すために使用したり、識別情報として使用したりする。この

プロパティはウィンドウがWithdrawn状態のままであるときに存在していなければならず、ウィンドウが
Withdrawn状態にある間だけ変更することができる。ウィンドウマネージャは、自分が起動するときと、
ウィンドウがWithdrawn状態にあるときに限り、そのプロパティを調べてもよい。しかし、クライアント
が自分の状態を動的に変更する必要性はまったくないはずである。

2つの文字列は、それぞれ、

• このウィンドウを所有するクライアントが所属しているアプリケーションに関する、特有のインスタ
ンス名を指定する文字列である。インスタンス名で指定されるリソースは、クラス名で指定されるい

かなるリソースもオーバライドする。オペレーティングシステム特有の方法で、ユーザがインスタン

ス名を指定できる。POSIX準拠のシステムでは、次の規約が使用される。

– コマンド行で “-name NAME”が与えられていれば、NAMEをインスタンス名として使用する。

– そうでなければ、環境変数 RESOURCENAMEがセットされていれば、その値をインスタンス名

として使用する。

– そうでなければ、そのプログラムを起動するために使用された名前の最後の部分（ディレクト
リ名をすべて取り除いた argv[0] ）をインスタンス名として使用する。

• このウィンドウを所有するクライアントが所属しているアプリケーションの、一般的なクラス名を指
定する文字列である。クラス名で指定されるリソースは、同じクラス名をもつすべてのアプリケー

ションに適用される。クラス名はアプリケーション制作者が指定する。一般に使用されるクラス名の

例には、“Emacs”, “XTerm”, “XClock”, “XLoad”などがある。

WM CLASSの文字列はヌルを終端とするので、STRINGプロパティがヌルで区切られるという一般的な規約
と異なっていることに注意。この不一致は過去の互換性のために必要である。

4.1.2.6 プロパティWM TRANSIENT FOR

（タイプWINDOWの）プロパティWM TRANSIENT FORは、もうひとつの最上位ウィンドウの資源識別子を含
んでいる。それはこのウィンドウが、指定されたウィンドウを代表するポップアップである、という意味を

もつ。ウィンドウマネージャは一時的なウィンドウを装飾しないことにしてもよいし、別の方法で異なった

扱いをしてもよい。特に、仮に通常は最上位ウィンドウをマップする際にユーザとの対話が必要であるとし

ても、ウィンドウマネージャはWM TRANSIENT FORをもつ新しくマップされたウィンドウを、そうした対話
をいっさい要求することなく提示しなければならない。例えば、ダイアログボックスはWM TRANSIENT FOR
をセットしなければならないウィンドウの例である。
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WM TRANSIENT FORをオーバライドリダイレクト属性と取り違えないようにすることが重要である。ウィ
ンドウをマップしている間にポインタをグラブしない場合に（言い換えれば、一時的なウィンドウが現れ

ている間、そのほかのウィンドウが動作できる場合に）、WM TRANSIENT FORを使用しなければならない。
そのほかのウィンドウが入力を処理できないようにするべきである場合は（例えば、ポップアップメニュー

を実装する場合は）、オーバライドリダイレクト属性を使用して、ウィンドウをマップしている間はポイン

タをグラブすること。

4.1.2.7 プロパティWM PROTOCOLS

（タイプ ATOMの）プロパティWM PROTOCOLSはアトムのリストである。それぞれのアトムは、クライア
ントとウィンドウマネージャの間の、クライアントが関与したい通信プロトコルを決定する。アトムは標

準のプロトコルと、個々のウィンドウマネージャに特有のプライベートなプロトコルの両方を決定できる。

クライアントが自発的に関与しようと申し出ることができるプロトコルはすべて、ウィンドウマネージャが

クライアントに ClientMessageイベントを送ること、そしてクライアントが適切な行動をとることを必要
とする。そのイベントの内容の詳細についてはセクション 4.2.8を見よ。どの場合でも、ウィンドウマネー
ジャがプロトコルのトランザクションを開始する。

プロパティWM PROTOCOLSは必須ではない。それが存在しなければ、クライアントはどのウィンドウマ
ネージャプロトコルにも関与したいと望んでいない。

Xコンソーシアムは、名前空間の衝突を避けるために、プロトコルのレジストリ（登録簿）を維持してい
る。次の表に現在までに定義されたプロトコルを記載する。

プロトコル セクション 目的
WM TAKE FOCUS 4.1.7 入力フォーカスの割り当て
WM SAVE YOURSELF Appendix C クライアントの状態リクエストの保存（使用をやめること）
WM DELETE WINDOW 4.2.8.1 最上位ウィンドウを消去する要求

時が経つにつれてこの表は大きくなっていくと思われる。

4.1.2.8 プロパティWM COLORMAP WINDOWS

最上位ウィンドウの（タイプ WINDOWの）プロパティWM COLORMAP WINDOWSは、最上位ウィンドウの
カラーマップとは異なるカラーマップをインストールする必要のある、ウィンドウの資源識別子のリスト

である。ウィンドウマネージャはこのウィンドウのリストを、カラーマップ属性の変化について監視する。

最上位ウィンドウは（暗黙あるいは明示的に）常に監視リストにある。このメカニズムの詳細については、

セクション 4.1.8を見よ。

4.1.2.9 プロパティWM CLIENT MACHINE

クライアントは（タイプ TEXTのひとつである）プロパティWM CLIENT MACHINEを、サーバが動作してい
る計算機からみた、クライアントが動作している計算機の名前を構成する文字列にセットしなければなら

ない。
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4.1.3 ウィンドウマネージャのプロパティ

前のセクションで説明したプロパティは、クライアントが自分の最上位ウィンドウで維持する責任をもつ

ものである。このセクションでは、ウィンドウマネージャがクライアントの最上位ウィンドウとルートウィ

ンドウに置くプロパティを説明する。

4.1.3.1 プロパティWM STATE

ウィンドウマネージャは、（タイプWM STATEの）プロパティWM STATEを、Withdrawn状態にない最上位
ウィンドウにそれぞれ置く。Withdrawn状態にある最上位ウィンドウには、プロパティWM STATEがあっ
てもなくてもよい。ひとたび最上位ウィンドウがWithdrawn状態になったら、クライアントは別の目的で
それを再利用してよい。そのように再利用するクライアントは、依然としてプロパティWM STATEが存在す
る場合は、それを消去しなければならない。

クライアントのなかには（xpropのように）、そのプログラムが操作しようとするウィンドウの上でユーザ
がクリックするように求めるものもある。典型的に、そのウィンドウが最上位ウィンドウであるというの

が、その意図である。最上位ウィンドウを見つけるために、クライアントは選択された位置の真下のウィ

ンドウ階層を、プロパティWM STATEをもつウィンドウを求めて検索しなければならない。ウィンドウマ
ネージャが親を変更する可能性をすべて考慮するために、この検索は再帰的でなければならない。プロパ

ティWM STATEをもつウィンドウがまったく見つからない場合は、選択された位置の真下にマップされてい
るルートウィンドウの子があれば、プログラムはそれを使用するように推奨されている。

プロパティWM STATEの内容は次のようになる。

フィールド データ型 コメント
state CARD32 （次の表を見よ）
icon ウィンドウ アイコンウィンドウの資源識別子

WM STATE.stateの値を次の表に記載する。

状態 値
WithdrawnState 0
NormalState 1
IconicState 3

このプロパティにそのほかのフィールドを加えることは Xコンソーシアムに予約されている。上記の表で
定義される値以外の stateフィールドの値は、Xコンソーシアムに予約されている。

stateフィールドは、そのウィンドウの状態に関するウィンドウマネージャの考えを記述していて、それはプ
ロパティWM HINTSの initial stateフィールドで表現したクライアントの考えと合わないかもしれない（例
えば、ユーザがウィンドウマネージャにウィンドウをアイコン化するように求めた場合）。stateフィール
ドが NormalState であれば、クライアントが自分のウィンドウを動作させていると、ウィンドウマネー

ジャは信じている。それが IconicState であれば、クライアントは自分のアイコンウィンドウを動作さ

せなければならない。どちらの状態でも、クライアントは両方のウィンドウの Exposureイベントを処理
する用意ができていなければならない。

ウィンドウがWithdrawn状態になるとき、ウィンドウマネージャはそのウィンドウの stateフィールドの
値をWithdrawnState に変更するか、あるいは完全にプロパティWM STATEを消去する。
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iconフィールドは、このプロパティがセットされたウィンドウを表すアイコンとしてウィンドウマネージャ
が使用する、ウィンドウの資源識別子を含んでいなければならない。そのようなウィンドウがいっさい存

在しない場合は、iconフィールドを Noneにセットしなければならない。このウィンドウは、クライアン

トが自分のプロパティWM HINTSで指定したアイコンウィンドウと同じウィンドウであってもよいが、必ず
しもそうなるとは限らない。WM STATEのアイコンは、ウィンドウマネージャが与えたクライアントのアイ
コンピクスマップを含むウィンドウであってもよいし、クライアントのアイコンウィンドウのアンセスタ

であってもよい。

4.1.3.2 プロパティWM ICON SIZE

アイコンピクスマップやアイコンウィンドウのサイズを制約したいウィンドウマネージャは、WM ICON SIZE
と呼ばれるプロパティをルートウィンドウに置かなければならない。このプロパティの内容を次の表に記

載する。

フィールド データ型 コメント
min width CARD32 一連のアイコンのサイズを表すデータ
min height CARD32
max width CARD32
max height CARD32
width inc CARD32
height inc CARD32

より詳しいことについては、Xlib — C Language X Interfaceのセクション 14.1.12を見よ。

4.1.4 ウィンドウの状態の変更

クライアントの視点からみると、ウィンドウマネージャはクライアントの最上位ウィンドウをそれぞれ、3
つの状態のひとつにあるとみなす。それらの状態の意味は次のようになる。

• NormalState （Normal状態）—クライアントの最上位ウィンドウは可視である。

• IconicState （Iconic状態）—クライアントの最上位ウィンドウはアイコン化されている（そのこ
とがこのウィンドウマネージャにとって何を意味しようとも）。クライアントは、自分の最上位ウィ

ンドウが不可視であり、（もしあれば）自分のアイコンウィンドウが可視であり、それができなけれ

ば、（もしあれば）自分のアイコンピクスマップあるいは自分の WM ICON NAMEが表示されていると
みなすことができる。

• WithdrawnState （Withdrawn状態）—クライアントの最上位ウィンドウとそのアイコンの両方
が不可視である。

実際には、ウィンドウマネージャは上記以外の意味をもつ状態を実装してよい。例えば、ウィンドウマ

ネージャは、あまり使用されないクライアントのウィンドウをメニューの文字列として表現するような、

「Inactive」状態という概念を実装してもよい。しかし、この状態はクライアントにとって不可視であり、
その結果クライアントは自分自身を単に Iconic状態にあるものとしてみなすことになるだろう。
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新しく生成された最上位ウィンドウはWithdrawn状態にある。ひとたびそのウィンドウに適正なプロパ
ティを与えてしまえば、クライアントは次のように、その状態を自由に変更できる。

• Withdrawn → Normal —クライアントは WM HINTS.initial stateを NormalState にしてウィンド

ウをマップしなければならない。

• Withdrawn → Iconic —クライアントは WM HINTS.initial stateを IconicState にしてウィンドウ

をマップしなければならない。

• Normal → Iconic —クライアントはこのセクションの後の方で説明するように、ClientMessageイ
ベントを送らなければならない

• Normal→ Withdrawn —クライアントはウィンドウをアンマップし、このセクションの後の方で説
明するように、合成の UnmapNotifyイベントでそれをフォローしなければならない。

• Iconic→Normal —クライアントはウィンドウをマップしなければならない。WM HINTS.initial state
の内容は、この場合関係がない。

• Iconic → Withdrawn —クライアントはウィンドウをアンマップし、このセクションの後の方で説

明するように、合成の UnmapNotifyイベントでそれをフォローしなければならない。

クライアントはWithdrawn状態への遷移か、Withdrawn状態からの遷移をもたらすことしかできない。
ひとたびクライアントのウィンドウがWithdrawn状態から離れてしまうと、そのウィンドウはNormal状
態であればマップされるし、Iconic状態であればアンマップされる。親を変更するウィンドウマネージャ
は、クライアントのウィンドウが Iconic状態であるときは、仮にアンセスタのウィンドウがマップされて
いないためにクライアントのウィンドウが不可視になっているとしても、それをアンマップするべきであ

る。反対に、親を変更するウィンドウマネージャがアンセスタをアンマップすることによって、クライア

ントのウィンドウを不可視にしている場合は、そのクライアントのウィンドウは定義により Iconic状態に
あり、またアンマップされるべきでもある。

実装者へのアドバイス

クライアントは、StructureNotify で自分の最上位ウィンドウに関するイベントを懇請して、
Normal状態と Iconic状態の間の遷移をたどることができる。MapNotifyイベントの受取は
Normal状態への遷移を示し、UnmapNotifyイベントの受取は Iconic状態への遷移を示す。

ウィンドウの状態をWithdrawn状態に変更するとき、クライアントは（ウィンドウをアンマップすること
に加えて）次の引数をもつ SendEventリクエストを使用することによって、合成の UnmapNotifyイベン
トを送るべきである。

引数 値
destination ルートウィンドウ
propagate False
event-mask (SubstructureRedirect|SubstructureNotify)
event UnmapNotify

event ルートウィンドウ
window ウィンドウそれ自身
from-configure False
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根本的理由

クライアントに合成の UnmapNotifyイベントを送るように要求する理由は、クライアントが
状態を変更しようと望んだという通知を、仮にその希望を示すときにはすでにウィンドウがア

ンマップされていたとしても、ウィンドウマネージャが得るように保証するためである。

実装者へのアドバイス

時代遅れのクライアントとの互換性のために、ウィンドウマネージャは合成の UnmapNotify
を待つというよりはむしろ、本物の UnmapNotifyに関してWithdrawn状態への遷移を誘発
しなければならない。ウィンドウマネージャはまた、まだ本物の UnmapNotifyを受け取って
いないウィンドウに関する合成の UnmapNotifyを受け取る場合も、その遷移を誘発しなけれ
ばならない。

クライアントがウィンドウをWithdrawn状態にするとき、ウィンドウマネージャはセクション 4.1.3.1の説
明のように、そのプロパティWM STATEを更新あるいは消去する。クライアントのウィンドウをWithdrawn
状態にした後、それを（例えば、再びそれをマップしたり、その親をどこか違うところに変更したりする

ことによって）再利用したいクライアントは、処理に進む前に、それが完全にWithdrawn状態になるまで
待つべきである。これを行うための好ましい方法は、ウィンドウマネージャがプロパティWM STATEを更新
あるいは消去するまで、クライアントが待つことである2。

Normal状態から Iconic状態へ遷移する場合、クライアントは ClientMessageイベントを次の引数と共に、
ルートウィンドウへ送らなければならない。

引数 値
window アイコン化するウィンドウ
type3 アトム WM CHANGE STATE
format 32
data[0] IconicState

根本的理由

このClientMessageイベントのフォーマットは、セクション 4.2.8でのClientMessageのフォー
マットと適合しない。これは、それらはウィンドウマネージャがクライアントに送るものであ

り、このメッセージはクライアントがウィンドウマネージャに送るものだからである。

data[0]のそのほかの値は、これらの規約への将来の拡張のために予約されている。その SendEventリクエ
ストのパラメータは、合成の UnmapNotifyイベントを記述するものでなければならない。

2これらの規約の初期の版では、クライアントがプロパティWM STATE を読み出すことを禁止していた。初期の規約に従って動作
するクライアントは、ReparentNotifyイベントをたどるテクニックを使用して、最上位ウィンドウの親がルートウィンドウに戻るま
で待った。これは依然として有効なテクニックである。しかしながら、これは親を変更するウィンドウマネージャに対してしか有効
でないので、WM STATE によるテクニックが望ましい。

3ClientMessage イベントの type フィールド（Xlib では message type フィールドと呼ばれる）を、イベントそれ自身のコードを
表すフィールドと混同してはならない。コードを表すフィールドは値 33（ClientMessage）をもつ。
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実装者へのアドバイス

クライアントは VisibilityChangeで自分の最上位ウィンドウやアイコンウィンドウに関するイ
ベントを懇請することもできる。そうすると、問題となっているウィンドウをマップしていたと

しても、それが完全に隠されたとき（したがって、おそらく更新するのは時間のむだである）、

クライアントはVisibilityNotify（state==FullyObscured ）イベントを受け取り、そしてそれ

が部分的にでも可視になるとき、クライアントは VisibilityNotify（state!=FullyObscured ）

イベントを受け取る。

実装者へのアドバイス

ウィンドウがNormal状態から、Iconic状態かWithdrawn状態へ遷移したとき、ウィンドウ
マネージャがそのウィンドウのための一時的ウィンドウを利用できなくするかもしれないこと

を、クライアントは承知していなければならない。クライアントは、一時的ウィンドウを所有

するウィンドウがNormal状態ではないとき、ユーザがその一時的ウィンドウを利用できるこ
とに依存してはならない。ウィンドウをWithdrawn状態にするとき、クライアントはそのウィ
ンドウの一時的ウィンドウもWithdrawn状態にするように勧告されている。

4.1.5 ウィンドウの配置構成

クライアントは自分の最上位ウィンドウのサイズや位置を、ConfigureWindowリクエストを使用して変
更することができる。このリクエストで変更可能なウィンドウの属性は次のようになる。

• ウィンドウの左上隅の外側の位置 [x, y]

• ウィンドウの内側の領域（境界を除く）の幅と高さ

• ウィンドウの境界の幅

• スタックにおけるウィンドウの位置

位置を表す座標系は（親の変更が生じていたとしても、それにはいっさい関係なく）ルートウィンドウの座

標系で表される。使用する境界の幅と、使用する win gravityによる位置のヒントは、クライアントがリク
エストした最新のものである。クライアントによる配置構成のリクエストは、セクション 4.1.2.3の説明の
ように、Withdrawn状態からマップされるウィンドウの初期ジオメトリと同じように、ウィンドウマネー
ジャによって解釈される。その要求したサイズや位置にウィンドウマネージャがウィンドウを割り当てる

保証はいっさいないということを、クライアントは承知しているべきであり、どのようなサイズや位置で

も扱えるように用意しておくべきである。ウィンドウマネージャが ConfigureWindowリクエストに応え
ると決めた場合は、

• ウィンドウのサイズ、位置、境界の幅や、スタックの順序をいっさい変更しない。
クライアントは、ウィンドウの（変更されなかった）ジオメトリを記述する、合成のConfigureNotify
イベントを受け取る。座標 (x, y)は、親が変更されていたとしてもいっさい関係なく、ルートウィン
ドウの座標系にあり、クライアントが要求した境界の幅に対して調整されてある。border widthはク
ライアントが要求した境界の幅である。実際にはまったく変更が生じなかったので、クライアントは

本物の ConfigureNotifyを受け取らない。
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• サイズや境界の幅を変更しないで、ウィンドウを移動したりそのスタックの順序を変更したりする。

クライアントは、変更に伴ってウィンドウの新しいジオメトリを記述する、合成の ConfigureNotify
イベントを受け取る。イベントの座標 (x, y)はルートウィンドウの座標系にあり、クライアントが要
求した境界の幅に対して調整されてある。border widthはクライアントが要求した境界の幅である。
ウィンドウマネージャが最上位ウィンドウの親を変更してしまったかもしれないので、クライアント

はこの変更を記述する本物の ConfigureNotifyを受け取らないかもしれない。クライアントが本物
のイベントを受け取る場合は、合成のイベントが本物のイベントのあとに続く。

• ウィンドウのサイズを変更したり、その境界の幅を変更したりする（ウィンドウの位置やそのスタッ
クの順序も変更したかどうかに関係なく）。

StructureNotifyでイベントを懇請したクライアントは、本物の ConfigureNotifyイベントを受け取
る。このイベントの座標は親ウィンドウに対して相対的であり、そのウィンドウの親が変更されてい

た場合は、その親ウィンドウはルートウィンドウではないかもしれないことに注意。座標は、ウィン

ドウの（ウィンドウマネージャが変更したかもしれない）実際の境界の幅を反映している。必要であ

れば、座標を変換するために TranslateCoordinatesリクエストを使用することができる。

本物の ConfigureNotifyイベントの座標が親ウィンドウの空間にあるのに対して、合成のイベントでは座
標がルートウィンドウの空間にあるというのが、一般的な規則である。

実装者へのアドバイス

クライアントが、最上位ウィンドウのサイズと位置が変更されたケースを、そのサイズは変更され

たが位置は変更されなかったケースと区別できないのは、両方のケースで本物のConfigureNotify
イベントを受け取るためである。最上位ウィンドウの絶対的な位置をたどり続けることを問題

にするクライアントは、自分がその位置を確信しているどうかを示す状態を 1つ保持しなけれ
ばならない。最上位ウィンドウに関する本物の ConfigureNotifyイベントを受け取ったとき、
クライアントはその位置が不明であると記録しなければならない。合成の ConfigureNotifyイ
ベントを受け取ったとき、クライアントはこのイベントにある位置を使用して、その位置が既

知であると記録しなければならない。クライアントがそのウィンドウ関する（あるいはあらゆ

るインフェリアに関する）KeyPress, KeyRelease, ButtonPress, ButtonRelease, MotionNotify,
EnterNotifyや LeaveNotifyイベントを受け取った場合は、これらのイベントに含まれる座標
(event-x, event-y)と座標 (root-x, root-y)の差異から、クライアントは最上位ウィンドウの位置
を導き出すことができる。その位置が不明な場合だけ、クライアントは TranslateCoordinates
リクエストを使用して最上位ウィンドウの位置を見つける必要がある。

クライアントは自分の境界が可視ではないかもしれないことを承知していなければならない。ウィンドウ

マネージャは親を変更するテクニックを使用して、タイトル、画面上のさまざまな GUIオブジェクトと、
そのほかの首尾一貫した look-and-feelを維持する項目を含む境界を用いて、クライアントの最上位ウィン
ドウを自由に装飾できる。ウィンドウマネージャがそうする場合は、クライアントがセットしようとした境

界の幅をオーバライドして、それを 0にセットすることが確実である。したがって、クライアントは最上
位ウィンドウの境界が可視であることに依存してはならないし、決定的に重要な情報を表示するためにそ

れを使用してはならない。そのほかのウィンドウマネージャでは、最上位ウィンドウの境界は可視となる。
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規約

クライアントはレース条件を避けるために、すべての ConfigureWindowリクエストに関する
境界の幅の属性に、希望する値をセットしなくてはならない。

スタックにおける自分の位置を変更するクライアントは、自分の親が変更されたかもしれないことを承知し

ているべきである。それはかつて兄弟であったウィンドウが、もはやそうではないということを意味する。

兄弟でないウィンドウを ConfigureWindowリクエストの siblingフィールドとして使用すると、エラーが
生じることになる。

規約

ConfigureWindowリクエストを用いて、スタックにおける自分の位置を変更するように要求
するクライアントは、siblingフィールドに Noneを用いて、そうしなければならない。

もともとは兄弟だったウィンドウに対して相対的に、スタックにおける自分の位置を変更しなければなら

ないクライアントは、（クライアントが親を変更しないウィンドウマネージャのもとで動作している場合の

ために）ConfigureWindowリクエストを発行して、結果的に生じるエラーを扱えるように用意しておき、
そして次の引数をもつ SendEventリクエストを行使して、合成の ConfigureRequestイベントでフォロー
するべきである。

引数 値
destination ルートウィンドウ
propagate False
event-mask (SubstructureRedirect|StructureNotify)
event ConfigureRequest

event ルートウィンドウ
window ウィンドウそれ自身
. . . ConfigureWindowリクエストからの残りのパラメータ

どのような場合でもウィンドウマネージャは、自分がふさわしいと思うように、ウィンドウのスタックに

おける位置を変更して構わないので、クライアントは自分が要求したスタックの順序を受け取ることに依

存してはならない。自分の最上位ウィンドウに届く本物と合成の ConfigureNotifyイベントの両方に関す
る、上記の siblingフィールドは有用な情報を含んでいないかもしれないので、クライアントはこのフィー
ルドを無視しなければならない。

4.1.6 ウィンドウの属性の変更

ウィンドウを生成するときに与えられる属性は、ChangeWindowAttributesリクエストを用いて変更でき
る。ウィンドウの属性を次の表に記載する。
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属性 クライアントにプライベート
背景ピクスマップ Yes
背景ピクセル値 Yes
境界のピクスマップ Yes
境界のピクセル値 Yes
ビットグラビティ Yes
ウィンドウグラビティ No
バッキングストアのヒント Yes
セーブアンダのヒント No
イベントマスク No
伝播させないイベントのマスク Yes
オーバライドリダイレクトのフラグ No
カラーマップ Yes
カーソル Yes

ほとんどの属性はクライアントに対してプライベートであり、ウィンドウマネージャが干渉することはいっ

さいない。クライアントに対してプライベートでない属性については、

• ウィンドウマネージャはウィンドウグラビティを自由にオーバライドできる。親を変更するウィンド
ウマネージャは最上位ウィンドウのウィンドウグラビティを、自分自身の目的のためにセットしよう

と望むかもしれない。

• クライアントは自分の最上位ウィンドウに関するセーブアンダのヒントをセットして構わない。しか
し、ウィンドウマネージャがそのヒントをオーバライドするかもしれないことを、クライアントは承

知しているべきである。

• 基本的には、ウィンドウはクライアントごとにイベントマスクをもつので、ウィンドウマネージャが
懇請しているイベントにいっさい関係なく、クライアントは都合のよいどんなイベントを懇請しても

よい。あるときただひとつのクライアントだけが懇請してもよいイベントもあるが、ウィンドウマ

ネージャはどんなクライアントのウィンドウに関しても、そうしたイベントを懇請してはならない。

• クライアントは最上位ウィンドウにオーバライドリダイレクト属性をセットできるが、セクション
4.1.10と 4.2.9で記述しているような場合を除き、そうしないように推奨されている。

4.1.7 入力フォーカス

入力処理には、次の 4つのフォーカスモデルがある。

• 入力なし—クライアントはキーボード入力をいっさい要求しない。xloadやその他の出力だけのク
ライアントがその例である。

• 受動的な入力—クライアントはキーボード入力を要求するが、入力フォーカスを明示的にセットする
ことをいっさいしない。サブウィンドウをもたない簡単なクライアントがその例で、PointerRoot

モードか、ウィンドウマネージャが自分の最上位ウィンドウに入力フォーカスをセットしたとき（click-
to-typeモードのとき）に入力を受け付ける。
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• 局所的に能動的な入力—クライアントはキーボード入力を要求し、入力フォーカスを明示的にセッ
トするが、それを行うのは自分に所属するウィンドウのひとつが既にフォーカスを取得しているとき

だけである。さまざまなデータを入力する領域となるサブウィンドウを複数もち、Next, Prevキー
を使って入力フォーカスをそれらの領域間で移動できるクライアントがその例である。それを行うの

は、自分の最上位ウィンドウが PointerRoot モードでフォーカスを獲得したときか、ウィンドウ

マネージャが自分の最上位ウィンドウに入力フォーカスをセットしたとき（click-to-typeモードのと
き）である。

• 広域的に能動的な入力—クライアントが所有していないウィンドウに入力フォーカスがあっても、

クライアントはキーボード入力を要求し、入力フォーカスを明示的にセットする。スクロールバーを

もち、入力フォーカスが何かそのほかのウィンドウにあっても入力フォーカスを攪乱することなく、

ユーザがウィンドウをスクロールできるようにしたいクライアントがその例である。入力フォーカ

スを獲得したいと望むときは、スクロールする領域をユーザがクリックしたときであり、スクロール

バーそれ自身をクリックしたときではない。したがってこのクライアントは、自分に所属するウィン

ドウのどれにもウィンドウマネージャが入力フォーカスをセットしないように期待する。

4つの入力モデルと、inputフィールドの対応する値と、プロパティWM PROTOCOLSにアトムWM TAKE FOCUS
があるかないかを、次の表に載せた。

入力モデル inputフィールド WM TAKE FOCUS
入力なし False なし
受動的な入力 True なし
局所的に能動的な入力 True あり
広域的に能動的な入力 False あり

受動的な入力と局所的に能動的な入力のクライアントは、WM HINTSの inputフィールドを True にセット

し、それによって、クライアントが入力フォーカスを獲得する際にウィンドウマネージャの支援を必要と

することを示す。入力なしと広域的に能動的な入力のクライアントは、inputフィールドを False にセッ

トし、ウィンドウマネージャがクライアントの最上位ウィンドウに入力フォーカスをセットしないように

要求する。

SetInputFocusリクエストを用いるクライアントは timeフィールドを、そうしようとする原因となったイ
ベントのタイプスタンプにセットするべきである。FocusInイベントはタイムスタンプをもたないので、
FocusInイベントにはその資格がない。クライアントは対応する EnterNotifyなしにフォーカスを獲得し
てもよい。クライアントは timeフィールドに CurrentTime を使用するべきではないことに注意。

広域的に能動的な入力モデルを使用するクライアントは、次のイベントのひとつを受け取った際に入力

フォーカスをまだもっていないときに限り、SetInputFocusリクエストを用いて入力フォーカスを獲得す
ることができる。

• ButtonPress

• ButtonRelease

• 受動的なグラブによる KeyPress

• 受動的なグラブによる KeyRelease
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一般にクライアントは、受動的なグラブによるキーボードイベントを、（例えばカット、コピーやペースト

するキーに関する受動的なグラブを確立するセレクションのツールのように）避けられない場合を除き、こ

の目的のために使用することを避けなければならない。

ユーザがウィンドウマネージャにフォーカスをセットするように命令する方法は、そのウィンドウマネー

ジャしだいである。例えば、クライアントはフォーカスを移すクリックを自分が認識するかどうか決定す

ることができない。

プロパティWM PROTOCOLSにアトムWM TAKE FOCUSがあるウィンドウは、（セクション 4.2.8の説明のよ
うに）ウィンドウマネージャから、data[0]フィールドにWM TAKE FOCUSをもち、data[1]フィールドに有効
なタイムスタンプ（すなわち、CurrentTime ではない）をもつ ClientMessageイベントを受け取るかも
しれない。クライアントはフォーカスが欲しい場合、SetInputFocusリクエストで応えなければならない。
その際、そのリクエストのwindowフィールドを、入力フォーカスを最後にもっていた自分のウィンドウ、あ
るいは自分のデフォルトの入力ウィンドウにセットし、timeフィールドをそのメッセージ（ClientMessage
イベント）に含まれるタイムスタンプにセットする。さらに多くの情報については、セクション 4.2.7を
見よ。

クライアントは、アイコンから開始する場合や、ユーザが最上位ウィンドウの外側の、ウィンドウマネー

ジャにフォーカスを割り当てるように指示する領域をクリックした場合にも、WM TAKE FOCUSを受け取る
かもしれない。（例えば、ヘッドラインバーへのクリックを利用してフォーカスを割り当てることが可能で

ある）。

目標は、最上位ウィンドウが入力フォーカスを自分のサブウィンドウのひとつに割り当てることや、フォー

カスの申し入れを断ることができるような方法で、入力フォーカスを最上位ウィンドウに割り当てたいウィ

ンドウマネージャを支援することである。アイコンから復帰した後や、ライズした後に、クライアントは入

力フォーカスを受け入れると、仮にウィンドウマネージャが概して信じているとしても、例えば、時計や、

現在まったくフレームをオープンしていないテキストエディタは、フォーカスを受け入れたくないだろう。

入力フォーカスをセットするクライアントは、SetInputFocusリクエストの revert-toフィールドの値を決
定する必要がある。この値は、フォーカスをセットしたウィンドウが不可視になる場合に、入力フォーカ

スがどのように振る舞うか決定する。この値は次のいずれかにすることができる。

• Parent —一般に、自分のサブウィンドウのひとつにフォーカスを割り当てる場合は、クライアン

トはこの値を使用しなければならない。サブウィンドウをアンマップすることによって、フォーカス

をその親にもどすことができる。また、これはおそらくあなたが望むものである。

• PointerRoot — click-to-typeのフォーカス管理の方針でこの値を使用すると、ウィンドウが不可
視になることが、ウィンドウマネージャがフォーカスをどこかよそに移動しようと決定することと同

時に起こるかもしれないので、レース条件が生じる。

• None —ほとんどのウィンドウマネージャがそうするように、ウィンドウマネージャがウィンドウの
親を変更する場合、この値を使用すると問題が生じ、墜ちてしまう。入力フォーカスが Noneになる

と、おそらくそれを変更する方法はない。

PointerRoot と Noneのどちらも、本当に安全に使用できないことに注意。
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規約

SetInputFocusリクエストを行使するクライアントは、その引数 revert-toを Parent にセット

しなければならない。

入力フォーカス放棄したいクライアントのためにも、また規約が必要である。そうしたクライアントが入

力フォーカスをセットするべき安全な値はいっさい存在しない。それゆえ、クライアントは入力データを

無視しなければならない。

規約

クライアントは入力フォーカスを自分から進んで放棄してはならない。代わりに自分が受け取

るキーボード入力を無視しなければならない。

4.1.8 カラーマップ

ウィンドウマネージャが管理する最上位ウィンドウをもつクライアントに代わって、ウィンドウマネージャ

はカラーマップのインストールとアンインストールに対して責任を持つ。

どのカラーマップをインストール、アンインストールするかに関して、クライアントはウィンドウマネー

ジャにヒントを与える。クライアントは（下記の状況を除き）自分自身でカラーマップをインストール、ア

ンインストールするべきではない。（ウィンドウマネージャが実装するカラーマップフォーカスの方針がど

のようなものであれ、その結果として）クライアントの最上位ウィンドウがカラーマップフォーカスを得た

とき、ウィンドウマネージャはクライアントのカラーマップを 1つ以上インストールするように請け負う。

自分の最上位ウィンドウとサブウィンドウのすべてに同じカラーマップを使用するクライアントは、その

カラーマップの資源識別子を最上位ウィンドウの属性の colormapフィールドにセットしなければならない。
そうしたクライアントは最上位ウィンドウにプロパティWM COLORMAP WINDOWSをセットしてはならな
い。そのようなクライアントがカラーマップを変更したい場合は、最上位ウィンドウのカラーマップ属性を

変更しなければならない。ウィンドウマネージャはウィンドウのカラーマップ属性の変更をたどって、適

切にカラーマップをインストールする。

ウィンドウを生成するクライアントは、値 CopyFromParent を使用して、自分の親のカラーマップを継

承することができる。ウィンドウマネージャはルートウィンドウの colormapフィールドが、クライアント
が継承するのに適したカラーマップを含むように保証する。特に、そのカラーマップは BlackPixel と

WhitePixel に対して区別できるカラーを与えることになる。

サブウィンドウや、オーバライドリダイレクト属性をセットしたポップアップウィンドウをもつ最上位ウィ

ンドウは、それらのウィンドウが最上位ウィンドウとは異なるカラーマップを必須とする場合、プロパティ

WM COLORMAP WINDOWSをもたなければならない。ウィンドウマネージャが自分独自のカラーマップフォー
カスの方針に従って、カラーマップフォーカスをその最上位ウィンドウに割り当てるとき、ウィンドウマ

ネージャがカラーマップをインストールしようとするべきウィンドウの資源識別子のリストを、このプロ

パティは含んでいる（セクション 4.1.2.8を見よ）。このリストはカラーマップをインストールさせるクラ
イアントにとって重要な順に並んでいる。ウィンドウマネージャはこのプロパティの変更をたどり、その

プロパティに含まれるウィンドウのカラーマップ属性の変更もたどることになる。

カラーマップの相対的な重要度が変化する場合、クライアントは新しい順序を反映するようにプロパティ
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WM COLORMAP WINDOWSを更新しなければならない。最上位ウィンドウがこのリストに現れない場合、ウィ
ンドウマネージャはそれがこのリストにあるどのウィンドウよりも高い重要度をもつとみなすことになる。

WM TRANSIENT FORをもつウィンドウは、自分自身のプロパティWM COLORMAP WINDOWSをもつことがで
きるし、適切であれば、自分が一時的であると表しているウィンドウのプロパティに現れることもできる。

根本的理由

自分がカラーマップを要求することに関するヒントを、クライアントがウィンドウマネージャ

にどのようにして与えるかということに対して、代案となるデザインがあった。その代案とな

るデザインはウィンドウのリストではなく、カラーマップのリストを指定した。現在のデザイ

ン、すなわちウィンドウのリストは、2つの理由によって選ばれた。第一に、それによってウィ
ンドウマネージャはカラーマップのビジュアルを見つけることができたので、ビジュアルに依

存してカラーマップをインストールする方針が可能になった。第二に、それによってウィンド

ウマネージャは、VisibilityChangeで当のウィンドウに関するイベントを懇請することができ
て、カラーマップのインストールが必要なウィンドウが可視の場合にだけ、カラーマップをイ

ンストールするように保証できる。代案となるデザインは、これらの方針のどちらも考慮して

いない。

実装者へのアドバイス

クライアントは接続セットアップ情報の min-installed-maps フィールドと max-installed-maps
フィールドを知っていなければならないし、その最小値が、InstallColormapリクエストの説
明にある Xプロトコルで定義された「要求リスト」に影響を与えることを承知していなければ
ならない。要するに、最近インストールしたmin-installed-maps個のカラーマップはインストー
ルされるように保証されている。この値は 1であることが多いので、複数のカラーマップを必
要とするクライアントは注意しなければならない。

可能であればいつでも、クライアントは上記のメカニズムを使用して、ウィンドウマネージャにカラーマッ

プのインストールを処理させるようにしなければならない。しかしながら、クライアントはポインタをグ

ラブしている間は、自分自身でカラーマップのインストールを実行することが許されている。カラーマッ

プのインストールを実行するクライアントは、最初のインストールに先だって、ウィンドウマネージャに

通知するべきである。そのクライアントはまた、自分のカラーマップのインストールが完了したときにも、

ウィンドウマネージャに通知するべきである。次の引数をもつ SendEventリクエストを発行することに
よって、クライアントはウィンドウマネージャに通知する。

引数 値
destination カラーマップをインストールしているスクリーンのルートウィンドウ
propagate False
event-mask ColormapChange
event ClientMessage

window 上記のルートウィンドウ
type WM COLORMAP NOTIFY
format 32
data[0] クライアントがカラーマップのインストールを開始、停止する原因となったイベントのタイムスタンプ
data[1] クライアントがカラーマップのインストールを開始する場合は 1,終える場合は 0
data[2] 予約済み, 0にするべき
data[3] 予約済み, 0にするべき
data[4] 予約済み, 0にするべき
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この特徴はこのドキュメントのバージョン 2.0で導入された。すべてのウィンドウマネージャがこの特徴を
実装することが期待できるようになるまで、かなりの期間がかかるだろう。クライアントはこの特徴を使

用する前に、ウィンドウマネージャのコンプライアンスレベル（追従レベル）を（セクション 4.3で記述し
ているメカニズムを使用して）調べ、そのウィンドウマネージャがこの特徴をサポートするか確認するべ

きである。このことは、クライアントと古いウィンドウマネージャの間で、カラーマップのインストール

が衝突するのを防ぐために必要である。

クライアントがカラーマップのインストールのコントロールを要請している間ずっと、ウィンドウマネー

ジャはカラーマップのインストールを差し控えなければならない。ウィンドウマネージャはクライアント

がカラーマップのインストールを終えたときに、自分のカラーマップフォーカスの方針を回復できるよう

に、インストールされるカラーマップ一式をたどり続けなければならない。

このテクニックにはレース条件があり、それはクライアントが自分の通知メッセージ（上記のClientMessage
イベント）を発行した後でさえも、カラーマップがインストールされ続けるという結果をもたらすかもし

れない。例えば、クライアントの SendEventリクエストと InstallColormapリクエストが終わるまで実行
されない、いくつかの InstallColormapリクエストをウィンドウマネージャが発行するかもしれず、した
がってウィンドウマネージャはクライアントのカラーマップをアンインストールしないかもしれない。ク

ライアントが依然としてポインタをグラブしたままで、クライアントが「完了」メッセージを発行する前

にこのことが起きれば、そのクライアントは望ましいカラーマップを再びインストールしてもよい。

実装者へのアドバイス

クライアントがこのメカニズムをポップアップウィンドウのようなものに対して、そしてオー

バライドリダイレクト属性をセットしたウィンドウを使用するアニメーションに対して使用す

るように期待されている。

クライアントが「完了」メッセージを発行できなければ、ウィンドウマネージャはカラーマッ

プをインストールする自分の方針が一時停止した状態に陥るかもしれない。ウィンドウマネー

ジャの実装者は、カラーマップをインストールする方針をユーザからのコマンドに応えてリセッ

トする特徴を実装したいと思うかもしれない。

4.1.9 アイコン

クライアントは次のようにすることにより、自分のアイコンの望ましい外観について、ウィンドウマネー

ジャにヒントを与えることができる。

• WM ICON NAMEの文字列をセットする。

アイコンに関する概念がクライアントがもつ概念と著しく異なるウィンドウマネージャにとっては、

この文字列は頼みの綱となるので、すべてのクライアントはこれをセットしなければならない。

• ピクスマップをプロパティWM HINTSの icon pixmapフィールドにセットし、できる限りもうひとつ
のピクスマップを icon maskフィールドにセットする。

ウィンドウマネージャは、マスクとなるピクスマップでマスクしたピクスマップを表示するように期

待されている。そのピクスマップはルートウィンドウのプロパティWM ICON SIZEのなかに見つかる
サイズのひとつでなければならない。このプロパティが見つからなければ、そのウィンドウマネー
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ジャはアイコンピクスマップを表示しそうもない。ウィンドウマネージャは普通、WM ICON SIZEに
合わないピクスマップをクリップするか、タイルパターンとして描画する。

• ウィンドウをプロパティWM HINTSの icon windowフィールドにセットする。

クライアントが Iconic状態にあるときはいつでも、そのウィンドウをマップするようにウィンドウマ
ネージャは期待されている。一般に、アイコンウィンドウのサイズはルートウィンドウにWM ICON SIZE
が存在すれば、それが指定するサイズのひとつでなければならない。ウィンドウマネージャはアイコ

ンウィンドウのサイズを自由に変更できる。

Iconic状態にあるとき、ウィンドウマネージャは通常次のことを保証する。

• そのウィンドウの WM HINTS.icon windowがセットされていれば、それが指定するウィンドウが可視
である。

• そのウィンドウのWM HINTS.icon windowはセットされていないが、WM HINTS.icon pixmapがセット
されていれば、それが指定するピクスマップが可視である。

• そうでなければ、そのウィンドウの WM ICON NAMEの文字列が可視である。

クライアントは自分のアイコンウィンドウに関する次の規約に従わなければならない。

規約

1. アイコンウィンドウは、ルートウィンドウの子で InputOutput クラスでなければなら

ない。

2. アイコンウィンドウのサイズは、ルートウィンドウにあるプロパティWM ICON SIZEが指
定するサイズのひとつでなければならない。

3. アイコンウィンドウは、該当するスクリーンの、ルートウィンドウのビジュアルとデフォ
ルトのカラーマップを使用しなければならない。

4. クライアントは、自分のアイコンウィンドウをマップしてはならない。

5. クライアントは、自分のアイコンウィンドウをアンマップしてはならない。

6. クライアントは、自分のアイコンウィンドウの配置構成を変更してはならない。

7. クライアントは、自分のアイコンウィンドウにオーバライドリダイレクト属性をセットし
てはならないし、ResizeRedirectで自分のアイコンウィンドウに関するイベントを懇請し
てはならない。

8. クライアントは、自分のアイコンウィンドウで入力イベントを受け取れることに依存する
べきではない。

9. クライアントは、自分のアイコンウィンドウの境界を操作するべきではない。

10. クライアントは、Exposureで自分のアイコンウィンドウに関するイベントを懇請するべ
きであり、要求されたときはそれを再描画するべきである。

ウィンドウマネージャがクライアントのアイコンウィンドウに対し、キーボードやマウスの入力イベント

をサポートするかどうかに関しては、ウィンドウマネージャによって異なる。ほとんどのウィンドウマネー

ジャはクライアントがキーボードとマウスボタンのサブセットを受け取ることを許す。
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アイコンウィンドウで見つけるプロパティWM NAME, WM ICON NAME, WM NORMAL HINTS, WM HINTS, WM
CLASS, WM TRANSIENT FOR, WM PROTOCOLS, WM COLORMAP WINDOWS, WM COMMAND や、WM CLIENT
MACHINEを、ウィンドウマネージャはすべて無視する。

4.1.10 ポップアップウィンドウ

ウィンドウをポップアップしたいクライアントは、次の 3つの事項のひとつを行うことができる。

1. クライアントはもうひとつの普通の最上位ウィンドウを生成し、マップすることができる。ウィンド
ウマネージャはそれを普通に装飾し、普通に管理することになる。続くウィンドウグループの解説を

見よ。

2. そのウィンドウが比較的短い時間可視であり、いくらか軽い扱いを受けるのがふさわしい場合、クラ
イアントはプロパティWM TRANSIENT FORをセットすることができる。クライアントはより少ない装
飾を期待できるが、そのウィンドウに関する通常のウインドウマネージャのためのプロパティをすべ

てセットできる。ダイアログボックスがその例である。

3. そのウィンドウがかなり短い時間可視であり、いっさい装飾するべきではない場合は、クライアント
はオーバライドリダイレクト属性をそのウィンドウにセットすることができる。一般に、これを行う

場合は、そのウィンドウをマップしている間ずっと、ポインタをグラブしなければならない。ウィン

ドウマネージャはこれらのウィンドウに関していっさい干渉しないので、注意して使用しなければな

らない。ポップアップメニューが適切な使用例である。

実装者へのアドバイス

ウィンドウマネージャはオーバライドリダイレクト属性がセットされたウィンドウを管理して

いないので、ユーザはそのウィンドウを移動したり、そのサイズやスタックの順序を変更した

り、入力フォーカスをそれに移したりすることができない。クライアントがオーバライドリダ

イレクト属性をセットしたウィンドウでキーボードの打鍵を受け取る必要がある場合、クライ

アントはキーボードをグラブするか、あるいはオーバライドリダイレクト属性をセットしてい

ない、局所的に能動的か広域的に能動的なフォーカスモデルを選んだ、もうひとつの最上位ウィ

ンドウをもつべきである。残りのウィンドウが WM TAKE FOCUSメッセージ（ClientMessage
イベント）を受け取った場合、またはセクション 4.1.7の広域的に能動的なフォーカスモデルの
説明で記載しているイベントのひとつを受け取った場合、クライアントはオーバライドリダイ

レクト属性をセットしたウィンドウに入力フォーカスをセットしてもよい。

自分が一時的であると表すウィンドウがアイコン化されるときに、WM TRANSIENT FORをもつウィンドウ
がアイコン化されるべきかを、ウィンドウマネージャは自由に決定できる。WM TRANSIENT FORをもつウィ
ンドウを表示するクライアントが、それらが一時的であると表すウィンドウをアイコン化させる（あるい

は、させるように要求する）場合は、そのクライアントが WM TRANSIENT FORをもつウィンドウに関して
同じ操作を実行するように要求する必要はない。すなわち、それがウィンドウマネージャが適用したい方

針であれば、ウィンドウマネージャがその状態を変更することになる。

45



第 4章 Client-to-Window-Manager Communication

4.1.11 ウィンドウグループ

一連の最上位ウィンドウを（仮にそれらが多くのクライアントに所属していても）ユーザの視点からみて関

連しているものとして扱うべきであれば、プロパティWM HINTSの window groupフィールドを使用して、
それらを関連させなければならない。

それらのウィンドウのひとつ（すなわち、残りのウィンドウが指すひとつのウィンドウ）は、グループリー

ダであり、個々のプロパティとは対照的に、グループのプロパティを保持する。ウィンドウマネージャはグ

ループリーダを、グループのそのほかのウィンドウとは異なるように扱ってよい。例えば、グループリー

ダは最大限の装飾が施されてもよいし、グループのそのほかのウィンドウはそれが制限されてもよい。

クライアントがグループリーダを常にマップする必要はない。すなわち、グループリーダは単にプレース

ホルダとして存在するだけのウィンドウであってもよい。

グループに含まれるウィンドウを扱うための方針を決定することは、ウィンドウマネージャしだいである。

現在、個々の操作とは対照的に、グループの操作をクライアントが要求する方法はない。

4.2 ウィンドウマネージャの行動に対するクライアントの応答

ウィンドウマネージャは、主にクライアントの最上位ウィンドウにある、クライアントの資源に関して、多

くの操作を実行する。クライアントはこのことに関して争おうとするべきではないが、ウィンドウマネー

ジャのその操作に関して通知を受け取るように選んでもよい。

4.2.1 親の変更

ウィンドウマネージャのなかには、ルートウィンドウの子として生成されたウィンドウを、そのウィンド

ウマネージャに所属しているあるウィンドウの子として表示するために、クライアントの最上位ウィンド

ウの親を変更してしまうものもあるということを、クライアントは承知しておくべきである。この親の変

更がクライアントに与える影響は、次の通りである。

• QueryTreeリクエストの戻り値である親ウィンドウは、もはや親が変更されたそのウィンドウを生成
した CreateWindowリクエストに与えたものではない。最上位ウィンドウの親がどのウインドウに
変更されたのか、クライアントがそのウィンドウの正体に気づいている必要があってはならない。特

に、さらに多くの最上位ウィンドウを生成したいクライアントは、それらの新しいウィンドウの親と

してルートウィンドウを使用し続けなければならない。

• XサーバはConfigureWindowリクエストの座標 (x, y)を新しい親の座標空間で解釈する。実際には、
親を変更するウィンドウマネージャが普通はこれらの操作を横取りしてしまう（セクション 4.2.2を
見よ）ので、通常それらの座標を Xサーバが解釈することはない。クライアントはこれらのリクエ
ストに対して、ルートウィンドウの座標空間を使用しなければならない（セクション 4.1.5を見よ）。

• 特定の兄弟ウィンドウを指定する ConfigureWindowリクエストは失敗するかもしれない。指定され
るそのウィンドウがかつては兄弟であったとしても、親を変更する操作の後ではもはやそうではない

からである（セクション 4.1.5を見よ）。
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• GetGeometryリクエストによって返された座標 (x, y)は、その親の座標空間で表されているため、親
の変更操作の後では直接的に役に立つものではない。

• 背景ピクスマップに ParentRelative を指定した場合は予測できない結果となる。

• カーソルに Noneを指定した場合は予測できない結果となる。

47



第 4章 Client-to-Window-Manager Communication

自分のウィンドウの親が変更されたときに、それを通知して欲しいクライアントは、StructureNotifyで自
分の最上位ウィンドウに関するイベントを懇請することができる。クライアントは親の変更が生じた場合

に ReparentNotifyイベントを受け取ることになる。クライアントが最上位ウィンドウをWithdrawn状態
にするとき、ウィンドウマネージャは、そのウィンドウの親をかつてどこか別のウィンドウに変更してい

た場合、その親を変更してルートウィンドウにもどす。

ウィンドウマネージャがクライアントのウィンドウの親を変更する場合、親が変更されたウィンドウは親

ウィンドウのセーブセットに置かれることになる。このことは、親が変更されたウィンドウが、ウィンド

ウマネージャが終了する場合に破壊されないこと、および、それをマップしていなかった場合に再びマッ

プすることを意味する。このことは、一時的ウィンドウやクライアントのアイコンウィンドウを含む、ウィ

ンドウマネージャが親を変更するクライアントのウィンドウすべてに適用されることに注意。

4.2.2 操作のリダイレクト

ウィンドウマネージャのなかには、クライアントのいくつかのリクエストを横取りし、リダイレクトする

ように調停するものもあるということを、クライアントは承知しているべきである。リダイレクトされる

リクエストは実行されない。代わりに、そのリクエストによってイベントがウィンドウマネージャに送ら

れることになる。イベントを受け取ったそのウィンドウマネージャは、何もしないことにするか、引数を

変更するか、あるいはクライアントの代わりにリクエストを実行しようと判断するかもしれない。

リクエストがリダイレクトされるかもしれないということから、リダイレクト可能なリクエストを発行す

るとき、そうしたリクエストが実際に実行されるときでも、クライアントはあらゆるそうしたリクエストが

実際に実行されるとみなせない、ということがわかる。リダイレクト可能なリクエストは、MapWindow,
ConfigureWindowと CirculateWindowである。

実装者へのアドバイス

MapWindowリクエストが横取りされ、PolyLineがマップしていないウィンドウに出力する
かもしれないので、次のことは正しくない。

MapWindow A
PolyLine A GC <point> <point> . . .

クライアントはウィンドウを描画する前に Exposeイベントを待つべきである4。

この次の例は、与えた引数で ConfigureWindowリクエストが実際に実行されると、間違って
想定している。

ConfigureWindow幅=N高さ=M

<ウィンドウが N×Mであると想定して出力する>

クライアントは StructureNotifyで自分のウィンドウに関するイベントを懇請し、ConfigureNo-
tifyイベントをたどることによってウィンドウのサイズを監視しなければならない。

4仮にクライアントがバッキングストア属性を Always にセットしている場合でも、このことはあてはまる。バッキングストア属
性は単にヒントであり、X サーバはバッキングストアの内容を維持するのをいつやめてもよい。
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クライアントは、自分がマップしたばかりのウィンドウにフォーカスをセットしようとすると

きに、特に注意しなければならない。この一連のリクエストは Xプロトコルのエラーをもたら
すかもしれない。

MapWindow B
SetInputFocus B

MapWindowリクエストが横取りされた場合、そのウィンドウは依然としてマップしていな
いので、SetInputFocusリクエストがエラーを発生させることになる。この問題の解決法は、
VisibilityChangeでクライアントがそのウィンドウに関するイベントを懇請して、ウィンドウ
が可視であることを示すVisibilityNotifyイベントを自分が受け取るまで、SetInputFocusリク
エストの発行を遅らすことである。

このテクニックは正しい操作を保証するものでない。SetInputFocus リクエストが X サーバ
に届く頃には、ユーザはそのウィンドウをアイコン化してしまっているかもしれず、やはりエ

ラーを引き起こすかもしれない。また、ウィンドウマネージャは Iconic状態でウィンドウを
マップしようと思うかもしれず、その場合そのウィンドウは可視でないことになる。このこと

は VisibilityNotifyイベントの発生を不定に遅らすことになる。クライアントはこれらのケー
スを扱えるように用意しておくべきである。

オーバライドリダイレクト属性をセットしたウィンドウは、リダイレクトから免れることができる。しか

し、その属性を最上位ウィンドウにセットするのは、その属性をセットしたウィンドウをマップしている

間ずっと、残りのウィンドウの入力処理を妨げる必要がある場合（セクション 4.1.10）と、ResizeRequest
イベントに応答する間（セクション 4.2.9）に限るべきである。

Withdrawn状態でない最上位ウィンドウをいっさいもたないで、オーバライドリダイレクト属性をセット
した最上位ウィンドウをマップするクライアントは、その系の状態のすべての責務を引き継いでいる。そ

うしたクライアントの責務は、次の通りである。

• どんなものであれウィンドウマネージャが以前から存在していれば、それが自分の行動に干渉するの
を妨げること。

• 自分がそのウィンドウをアンマップした後、どんなものであれウィンドウマネージャが以前から存在
していれば、それが混乱しないように現状を正確に元へもどすこと。

事実上、この種のクライアントは臨時のウィンドウマネージャとして行動する。そうしたクライアントは、

ウィンドウマネージャが維持しようとしているユーザインタフェイスの方針について知らないし、そうし

たクライアントのユーザインタフェイスの振る舞いは要求の少ないクライアントのユーザインタフェイス

と衝突しがちなので、そうするのは断固として思いとどまるべきである。

4.2.3 ウィンドウの移動

ウィンドウマネージャがサイズの変更を伴わずに最上位ウィンドウを移動させる場合、クライアントはそ

の移動に伴う、合成の ConfigureNotifyイベントを受け取ることになる。そのイベントは、ルートウィン
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ドウの座標空間で、その新しい位置を記述する。クライアントは移動させられることに対して、より良い

位置に移動しようと試みることで応えるべきではない。

最上位ウィンドウの親は変更されてしまっているかもしれないので、仮に最上位ウィンドウに関する本物

の ConfigureNotifyイベントが、そのウィンドウの新しい位置は自分の親に対して変化していないと報告
しても、そうした本物の ConfigureNotifyイベントはすべて、ルートウィンドウに関するそのウィンドウ
の位置が変わってしまったかもしれない、という意味を含む。そのイベントに含まれる座標は、この場合、

直接的には役に立たないことに注意。

ウィンドウマネージャは、次の引数をもつ SendEventリクエストを用いて、そうしたイベントを送ること
になる。

引数 値
destination クライアントのウィンドウ
propagate False
event-mask StructureNotify

4.2.4 ウィンドウのサイズの変更

クライアントは StructureNotifyで自分の最上位ウィンドウに関するイベントを懇請することによって、サ
イズが変更されるという通知を受け取るように選ぶことができる。そのイベントのサイズの情報は正しい

が、位置はその親ウィンドウに対するものである。（その親ウィンドウはルートウィンドウではないかもし

れない）。

サイズが変更されることに対してクライアントは、自分に与えられたサイズを受諾し、それに最善を尽く

すことで応えなければならない。サイズが変更されることに対してクライアントは、自分自身をより良い

サイズに変更しようとすることで応えるべきではない。そのサイズで動作するのが不可能であれば、クラ

イアントは Iconic状態へ変化するように要求して構わない。

4.2.5 アイコン化

Withdrawn状態にない最上位ウィンドウは、マップされていればNormal状態にあり、マップされていな
ければ Iconic状態にある。仮にそのウィンドウの親が変更されていたとしても、このことはあてはまり、
ウィンドウマネージャはそのウィンドウを Iconic状態に切り替えるときに、その親と同様にそのウィンド
ウをアンマップすることになる。

クライアントは、StructureNotifyで自分の最上位ウィンドウに関するイベントを懇請することにより、こ
うした状態の変化が通知されるように選ぶことができる。最上位ウィンドウは、Iconic状態になるときは
UnmapNotify イベントを受け取り、Noamal 状態になるときは MapNotify イベントを受け取ることに
なる。

4.2.6 カラーマップの変更

自分のカラーマップがインストール、アンインストールされるのを通知して欲しいクライアントは、Col-
ormapChange で自分の最上位ウィンドウに関するイベントと、自分の最上位ウィンドウのプロパティ
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WM COLORMAP WINDOWSで自分が指定したウィンドウすべてに関するイベントを懇請しなければならな
い。そうしたウィンドウにカラーマップがインストール、アンインストールされるときに、そのウィンド

ウは newフィールドが False の ColormapNotifyイベントを受け取ることになる。

4.2.7 入力フォーカス

クライアントは FocusChangeで自分の最上位ウィンドウに関するイベントを懇請することにより、自分が入
力フォーカスをもつという通知を要求することができる。その場合、クライアントは FocusInと FocusOut
イベントを受け取ることになる。最上位ウィンドウのプロパティWM PROTOCOLSにWM TAKE FOCUSをセッ
トしていなかった場合や、次の事項のひとつを満たしていなかった場合は、クライアントは自分のサブウィ

ンドウのひとつに入力フォーカスをセットする必要があっても、そうしてはならない。

• WM HINTSの inputフィールドを True にセットし、自分の最上位ウィンドウのひとつに実際に入力

フォーカスをもっている。

• WM HINTSの inputフィールドを False にセットし、セクション 4.1.7で記述しているようなふさわ
しいイベントを受け取った。

• セクション 4.1.7で記述しているような WM TAKE FOCUSメッセージ（ClientMessageイベント）を
受け取った。

クライアントはフォーカスを移そうとする際、ポインタをワープさせてはならない。つまり、フォーカスを

セットしてもポインタはそのままにしておかなければならない。さらに多くの情報については、セクショ

ン 6.2を見よ。

ひとたびクライアントがこれらの条件を満たせば、SetInputFocusリクエストを用いることによって、クラ
イアントはフォーカスを自分の別のウィンドウに移してもよい。そのリクエストは次のように定義される。
¶ ³

SetInputFocus
focus: ウィンドウ or PointerRoot or None

revert-to: {Parent , PointerRoot , None}
time: タイムスタンプまたは CurrentTime

µ ´

規約

1. SetInputFocusリクエストを用いるクライアントは timeフィールドを、そうしようとす
る原因となったイベントのタイプスタンプにセットするべきである。FocusInイベントは
タイムスタンプをもたないので、FocusInイベントにはその資格がない。クライアントは
対応する EnterNotifyイベントなしにフォーカスを獲得してもよい。クライアントは引数
timeに CurrentTime を使用するべきではない。

2. SetInputFocusリクエストを使用して、フォーカスを自分のウィンドウのひとつにセット
するクライアントは、その revert-toフィールドを Parent にセットするべきである。

51



第 4章 Client-to-Window-Manager Communication

4.2.8 ClientMessageイベント

ClientMessageイベントが自分自身に送られてくるのをクライアントが妨げる方法はない。

プロパティWM PROTOCOLSをもつ最上位ウィンドウには、そのプロパティに含まれるアトムが指定するプ
ロトコルに固有な ClientMessageイベントが送られてくるかもしれない（セクション 4.1.2.7を見よ）。す
べてのプロトコルで、ClientMessageイベントは次のようになる。

引数 値
type WM PROTOCOLS
format 32
data[0] 自分のプロトコルを指定するアトム
data[1] タイムスタンプ

イベントの残りのフィールドは、windowフィールドを含め、そのプロトコルが決定する。

次の引数をもつ SendEventリクエストを使用して、これらのイベントを送ることになる。

引数 値
destination クライアントのウィンドウ
propagate False
event-mask ()（空のイベントマスク）
event プロトコルが指定するもの

4.2.8.1 ウィンドウの消去

通常複数の最上位ウィンドウをもち、自分の最上位ウィンドウのいくつかが消去された後もサーバと接続され

たままであるべきクライアントは、そのようなウィンドウ関してそれぞれ、アトムWM DELETE WINDOWを
プロパティWM PROTOCOLSに含めなければならない。そうしたクライアントは上記のような data[0]フィー
ルドが WM DELETE WINDOWである ClientMessageイベントを受け取ることになる。

WM DELETE WINDOWメッセージを受け取ったクライアントは、ユーザが仮定上のメニューから「ウィンド
ウの消去」を選択したかのように振る舞わなければならない。クライアントはユーザと、どんなものでも

確認のための対話を実行しなければならず、クライアントがそのウィンドウの消去を完結すると決めた場

合は、次のことをしなければならない。

• そのウィンドウの状態を（セクション 4.1.4の説明のように）Withdrawn状態に変更するか、その
ウィンドウを破壊する。

• そのウィンドウと結びついている内部状態をすべて破壊する。

その対話でユーザが消去を中断する場合は、クライアントはそのメッセージを無視しなければならない。

クライアントはユーザと対話して、例えば、消去しようとしているウィンドウと結びついているファイル

を保存するべきか、あるいはそのウィンドウの消去を取り消すべきかどうか尋ねることができる。クライ

アントはウィンドウそれ自身を破壊するように要求されているのではない。したがって、その資源は再利

用してもよいが、それと結びついている状態（例えば、バッキングストア）はすべて解放しなければなら

ない。
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クライアントが破壊を中断して、それからユーザが再び「ウィンドウの消去」を選択した場合、ウィンドウ

マネージャはWM DELETE WINDOWのプロトコルを再び始めなければならない。プロパティWM PROTOCOLS
に WM DELETE WINDOWを含むウィンドウに関して、ウィンドウマネージャは DeleteWindowリクエスト
を使用してはならない。

プロパティWM PROTOCOLSに WM WINDOW DELETEを含めないように選択したクライアントは、ユーザが
そのクライアントの最上位ウィンドウのひとつを消去するように求めた場合、Xサーバとの接続を断たれ
るかもしれない。

4.2.9 リクエストのリダイレクト

普通のクライアントも、ちょうどウィンドウマネージャがするように、SubstructureRedirectで親ウィン
ドウに関するイベントを懇請するか、ResizeRedirectでウィンドウそれ自身に関するイベントを懇請する
ことにより、リダイレクトのメカニズムを使用することができる。しかしながら、これらのイベントは 1
つのウィンドウにつき 1つのクライアントしか懇請できないので、衝突しないようにするためには規約が
必要である。

規約

（ウィンドウマネージャを含む）クライアントは、SubstructureRedirectと ResizeRedirectで
自分が所有するウィンドウに関するイベントだけを懇請しなければならない。

特に、自分のサイズが変更される場合に何か特別な行動をとる必要のあるクライアントは、ResizeRedirect
で自分の最上位ウィンドウに関するイベントを懇請することができる。そのようなクライアントは、自分

のウィンドウのサイズをウィンドウマネージャが変更する場合に ResizeRequestイベントを受け取ること
になり、サイズの変更は、実際には行われないことになる。ウィンドウマネージャがクライアントのウィン

ドウのサイズを変更したいという情報を、クライアントは自分の好きなように利用して構わない。しかし、

クライアントはそのウィンドウを、そのイベントが指定する幅と高さに、なるべく早く構成するべきであ

る。サイズの変更を、ウィンドウマネージャが横取りし実行する（そうしてこの過程が再び始まる）ので

はなく、実際にこの段階でサイズが変更されるのを保証するために、クライアントは一時的にオーバライ

ドリダイレクト属性をそのウィンドウにセットする必要がある。

規約

ResizeRequestイベントを受け取ったクライアントは、次のようにすることで応えるべきである。

• そのイベントが指定するウィンドウのオーバライドリダイレクト属性をセットする。
• できるだけ早く、そのほかのあらゆるジオメトリに関するリクエストを使用する前に、そ
のイベントが指定するウィンドウを、そのイベントが指定する幅と高さに構成する。

• そのイベントが指定するウィンドウのオーバライドリダイレクト属性をクリアする。

ウィンドウマネージャは、クライアントがこの規約に従っていないのを検出したら、どんな処置であれ、自

分がそのクライアントを扱うのに適すると考える処置をとって構わない。
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4.3 セレクションによるウィンドウマネージャとの通信

自分が管理するスクリーンについてそれぞれ、ウィンドウマネージャは WM Snという名前のセレクション

を獲得することになる。セクション 1.2.6の説明のように nはスクリーン番号である。ウィンドウマネー

ジャはセクション 2.8で記述している「マネージャセレクション」の規約に従わなければならない。クライ
アントがこのセレクションに関する変換リクエストを発行することによって、いろいろな情報やサービス

を要求できるというのが、その趣旨である。ウィンドウマネージャは自分のマネージャセレクションに関

して、次のターゲットへの変換をサポートしなければならない。

アトム タイプ 受け取るデータ
VERSION INTEGER 2つの整数。それらはそれぞれ、そのウィンドウマネージャが従う ICCCMのメジャーリリース

番号とマイナーリリース番号である。このバージョンの ICCCMでは、それらの番号は 2と 0で
ある5。

4.4 ウィンドウマネージャのためのプロパティのタイプの要約

ウィンドウマネージャに関するプロパティは、次の表に要約されている（Xlib — C Language X Interfaceの
セクション 14.1も見よ）。

プロパティ名 タイプ フォーマット セクション
WM CLASS STRING 8 4.1.2.5
WM CLIENT MACHINE TEXT 4.1.2.9
WM COLORMAP WINDOWS WINDOW 32 4.1.2.8
WM HINTS WM HINTS 32 4.1.2.4
WM ICON NAME TEXT 4.1.2.2
WM ICON SIZE WM ICON SIZE 32 4.1.3.2
WM NAME TEXT 4.1.2.1
WM NORMAL HINTS WM SIZE HINTS 32 4.1.2.3
WM PROTOCOLS ATOM 32 4.1.2.7
WM STATE WM STATE 32 4.1.3.1
WM TRANSIENT FOR WINDOW 32 4.1.2.6

5特別な場合として、セレクションに関するリクエストを実装したくないクライアントは、単に適切な WM Snセレクションに関
して GetSelectionOwner リクエストを発行してもよい。このセレクションが所有されていれば、クライアントはそのウィンドウマ
ネージャがバージョン 2.0 かそれ以降の ICCCM に従うとみなしてよい。
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Xバージョン 11では、例えば入力フォーカス、ポインタ、カラーマップといった、多くの共有資源を操作
することをクライアントは許されている。クライアントが秩序正しく資源を共有するために、規約が必要

である。

6.1 入力フォーカス

明示的に入力フォーカスをセットするクライアントは、次の 2つのモードのひとつを守るべきである。

• Locally active mode

• Globally active mode

規約

1. 局所的に能動的なクライアントは、入力フォーカスがすでに自分のウィンドウのひとつに
あるとき、または自分がWM TAKE FOCUSメッセージを受け取ったときにだけ、入力フォー
カスを自分のウィンドウのひとつにセットするべきである。このようなクライアントは

WM HINTSの inputフィールドを True にセットしなくてはならない。

2. 広域的に能動的なクライアントは、自分がマウスボタンイベントか受動的にグラブされた
キーボードイベントを受け取ったとき、または WM TAKE FOCUSメッセージを受け取った
ときにだけ、入力フォーカスを自分のウィンドウのひとつにセットするべきである。この

ようなクライアントは WM HINTSの inputフィールドを False にセットしなくてはなら

ない。

3. 加えてクライアントは、CurrentTime ではなく、自分が入力フォーカスをセットしよ

うとする原因となったイベントのタイムスタンプを、SetInputFocus リクエストの time
フィールドとして、使用しなければならない。

6.2 ポインタ

一般にクライアントは、ポインタをワープさせてはならない。しかしながら、ウィンドウマネージャはそ

うするかもしれない。（例えば、いつでも入力フォーカスのあるウィンドウにポインタがあることを変わら

ず維持する目的で）。そのほかのウィンドウマネージャは、ユーザがポインタを唯一コントロールしている

という幻想を維持したいかもしれない。
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規約

1. クライアントはポインタをワープさせてはならない。

2. ポインタをワープさせることに固執するクライアントは、WarpPointerリクエストの引数
src-windowを、自分のウィンドウのひとつにセットするときに限り、そうしなければなら
ない。

6.3 グラブ

クライアントがあるウィンドウに関してボタンやキーのグラブを確立しようとしても、なにかそのほかの

クライアントが既にその同じウィンドウ関して相反するグラブを確立していた場合は、そのグラブの確立

は失敗することになる。それゆえ、グラブは共有資源であり、それらの利用には規約が必要である。

クライアントはウィンドウマネージャが動作していても、可能な限りそれが動作していない場合と同様に

振る舞うべきであるという原則に準拠して、入力フォーカスを持ったクライアントは、利用可能なキーと

ボタンをすべて、自分が受け取ることができるとみなしてよい。

規約

ウィンドウマネージャの機能のためのものとして登録されているキーシム（例えば、hypothetical
WINDOW キーシム）をもつキーに関するイベントを除き、自分のクライアントがすべての

キーとすべてのボタンからイベントを受け取れるようなメカニズムを、ウィンドウマネージャ

は確実に提供しなければならない。

言い換えれば、Xコンソーシアムがいくつかのキーシムをウィンドウマネージャの機能のために予約され
ているものとして登録しなければ、あるいは登録するまで、ウィンドウマネージャは、クライアントがど

のキーやボタンからも（修飾キーにかかわらず）イベントを受け取れるようなメカニズムを提供するべき

である。現在、ウィンドウマネージャの機能のために登録されているキーシムはいっさいない。

そうであるとしても、ウィンドウマネージャのなかにはこの規約に従わないことを選ぶものもあるかもし

れないし、ユーザがいくつかのキーイベントを伝えるために都合のよい手段を提供しないものもあるかも

しれないので、クライアントはプログラムの動作を喚起するために使用するキーとボタンの組み合わせを

変更できるように勧告されている。

規約

クライアントは自分が所有するウィンドウに関してだけ、ボタンとキーのグラブを確立するべ

きである。

特に、クライアントの最上位ウィンドウでグラブを確立したいウィンドウマネージャが、ルートウィンド

ウでグラブを確立するか、そのウィンドウの親を変更して適切なアンセスタでグラブを確立するべきであ

るということを、この規約は意味している。いくつかのケースでは、ウィンドウマネージャは受け取るイ

ベントを消費して、それに続くイベントがクライアントに向かう状態にウィンドウを置きたいかもしれな

い。例:
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• ウィンドウでのクリックは、フォーカスをセットするが、そのクリックはそのクライアントに供給さ
れない。

• 埋もれているウィンドウでのクリックは、それをライズするが、やはりそのクリックはそのクライア
ントに供給されない。

より典型的には、ウィンドウマネージャは、自分がイベントを処理したあとで、そのイベントをクライアン

トが使用できるようにすることによって、キーとボタンの組み合わせに対するクライアントのセマンティク

スを置換するというよりはむしろ、増やさなければならない。これを確実に行うには、ウィンドウマネー

ジャはその親ウィンドウで、次のようにグラブを確立しなければならない。

pointer/keyboard-mode == Synchronous

それから、ウィンドウマネージャは次のような指定の AllowEventsリクエストを使用して、そのグラブを
解放しなければならない。

mode == ReplayPointer/Keyboard

このような方法では、クライアントはまるでそれが横取りされなかったかのように、イベントを受け取る

ことになる。

明らかに、これらの規約は可能なユーザインタフェイスの方針に、いくつかの制限を置く。ウィンドウマ

ネージャが自分のユーザインタフェイスの方針を実装することの自由と、クライアントがそれを実装する

ことの自由との間には、トレードオフがある。そのジレンマは次のように解決される:

• クライアントが所定のどのキーやボタンからもイベントを受け取るかどうか、受け取るときを、ウィ
ンドウマネージャに決定させる。

• 恐らく「Quote」キーのような、ユーザがどのキーやボタンからもイベントをクライアントに送るこ
とができるメカニズムを提供するように、ウィンドウマネージャに要件を置く。

6.4 カラーマップ

セクション 4.1.8は、クライアントが自分のカラーマップの必要性について、ウィンドウマネージャとコ
ミュニケーションするための規約を prescribeしている。あなたのクライアントが DirectColor型のアプ
リケーションであれば、標準カラーマップを共有することに関連する規約について、あなたは Xlib — C
Language X Interfaceのセクション 14.3を consultしなければならない。そうしたクライアントは、そこ
で記述している適切なスクリーンのルートウィンドウにあるプロパティを探し、生成しなければならない。

タイプ RGB COLOR MAPのプロパティの内容は、次のようになる。

———————-

RGB COLOR MAPを消去または置換するとき、そのプロパティを消去するだけでは十分ではない。それに関
連するカラーマップ資源を解放することが同様に重要である。kill idが 1より大きい場合、引数として kill id
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をもつ KillClientリクエストを発行することで、その資源を解放しなければならない。kill idが 1の場合、
引数 colormapに（RGB COLOR MAPの）colormapをもつ FreeColormapリクエストを発行することで、そ
の資源を解放しなければならない。kill idが 0の場合、その資源を解放してはならない。RGB COLOR MAP
を生成するクライアント、特にこの目的のためにカラーマップ資源が生成される、kill idを 1にセットしな
ければならない。（そして単一の接続を使用して、そのような標準カラーマップを 1つ以上生成できる。）
RGB COLOR MAPを生成するクライアント、ある方法でカラーマップ資源が共有される、（例えば、ルート
ウィンドウに対するデフォルトのカラーマップである）、arbitary資源を生成し、その資源識別子を kill id
に使用しなければならない。（そしてその接続では、そのほかの標準カラーマップをいっさい生成してはな

らない。）

規約

RGB COLOR MAP プロパティが visual id を含めないほど短い場合、その visual id が適切なス
クリーンのルートウィンドウのビジュアルであるとみなせる。RGB COLOR MAPプロパティが
kill idフィルードを含めないほど短い場合、値 0と見なせる。

接続ハンドシェイクの間、サーバはクライアントに informする。それぞれのスクリーンのデフォルトのカ
ラーマップを。これはルートウィンドウのビジュアルのカラーマップであり、クライアントはそれを使用し

てカラーマップの共有の程度を改善することができる。ルートウィンドウのビジュアルを使用するならば。

6.5 キーボードマッピング

Xサーバはテーブルを保持している。（それは GetKeyboardMappingリクエストによって読まれる）その
テーブルは記述する。シンボルの集合を。サーバによって作成されるキーコードをそれぞれ表すその対応

するキーに appearing on。

このテーブルはサーバの操作に影響しない。in any way。すなわち、それは単に自分が受け取るキーコー
ドを理解しようとするクライアントが用いるデータベースである。しかしながら、それは共有リソースで

あり、規約を必要とする。

クライアントがこのテーブルを変更することが可能である。ChangeKeyboardMappingリクエストを用い
ることにより。一般にクライアントはこれをおこなってはならない。特に、これはキーバインディングや

キーの再割り当てをクライアントが実装するべき方法ではない。

サーバから受け取られる一連のキーコードと特別なエンコーディングで表現される文字列の間の変換は、

クライアントそれぞれについてプライベートな事項である。（それが in a worldであるべきであるように。
アプリケーションが異なるエンコーディングを使用して異なる言語とフォントをサポートしているかもし

れない。）

キーボードイベントをテキストに変換するためには、Xlibのリファレンスを見よ。

ChangeKeyboardMappingリクエストを用いる正当な理由は唯一、キーにかかれているシンボルが変更さ
れてしまうときだけである。例えばドボラク（Dvorak）キー変換キットや、APLのキーキャプス集合がイ
ンストールされたときのように。

もちろん、クライアントはキーキャプスへの変更を on trustに受け取らなければならない。

次のことはクライアントとユーザの間の permissibleな対話を illustrateしている。
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クライアント:「あなたは Pauseキーのないサーバで私をちょうど始めました。Pauseキー
とするべきキーを選び、それを今押してください。」

ユーザ:Scroll Lockキーを押す。
クライアント:「Scroll Lockキーのシンボルに Pauseを加えます。Confirmまたは中止。」
ユーザ:Confirms。
クライアント:ChangeKeyboardMappingリクエストを使用して Pauseを、すでに Scroll

Lockをもつキーコードに加え、このリクエストを発行する。「Scroll Lockキーに Pauseと描
いてください。」

規約

クライアントは ChangeKeyboardMappingリクエストを利用しなてはならない。

クライアントがキーボードマッピングのテーブルを変更するのに成功すれば、すべてのクライアントは

MappingNotify（request==Keyboard）イベントを受け取ることになる。このイベントを受け取ることを
避けるためのメカニズムはいっさいない。

規約

MappingNotify（request==Keyboard）イベントを受け取るクライアントは、自分が使用して
いる any内部のキーコード変換テーブルを更新しなくてはならない。

6.6 モデファイヤマッピング

Xバージョン 11は 8つのモデファイヤビットをサポートしている。そのうち 3つは予め割り当てられてい
る。Shift、Lock、Controlに。

それぞれのモデファイヤビットはコントロールされる。キーのセットは指定される。GetModifierMapping
と SetModifierMappingリクエストによって、アクセスされるテーブルにおいて。

このテーブルは共有リソースであり、規約が必要である。

予め割り当てられているモデファイヤのひとつを用いる必要のあるクライアントは、モデファイヤテーブ

ルは正しくセットアップされていて、これらのモデファイヤをコントロールできるとみなさなければなら

ない。

Lockモデファイヤは解釈されなければならない。CapsLockか ShiftLockとして。

キーコード in its controlling setが XK Caps Lockか XK Shift Lockを含むように。according as。

規約

クライアントはモデファイヤビットの意味を決定しなければならない。それをコントロールす

るためには使用されているキーシムから。

エキストラなモデファイヤ（例えば、META）を用いる必要のあるクライアントは、次のことをしなけれ
ばならない。
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• 存在するモデファイヤマッピングをスキャンする。キーシムのセットが XK Meta Lや XK Meta R
を含むキーコードを保持するモデファイヤを見つける場合は、そのモデァイヤビットを使用しなけれ

ばならない。

• XK Meta Lか XK Meta Rによってコントロールされるモディファイアがいっさい存在しない場合、
クライアントは未使用のモディファイアビットを選び（空の controlling setをもつモディファイア
ビット）、次のことを行う。

– そのキーシムセットに XL Meta Lをもつキーコードがあれば、そのキーコードを選んだモディ
ファイアビットに加える。

– そのキーシムセットに XL Meta Rをもつキーコードがあれば、そのキーコードを選んだモディ
ファイアビットに加える。

– controlling setが依然として空であれば、ユーザと対話して、METAとして使用するべき 1つ
以上のキーを選ぶ。

• 未使用のモディファイアビットがいっさいない場合は、corrective な行動をとるようにユーザに求
める。

規約

1. 現在使用されていないモディファイアを必要とするクライアントは、適正なキーシムを
carryしているキーコードを、未使用のモディファイアビットに割り当てなければならない。

2. 自分自身のモディファイアビットを割り当てるクライアントは、自分の SetModifierMap-
pingリクエストが Busyステータスを返す場合は、そのユーザに politelyに問題となって
いるキーから手を離すように求めなければならない。

よい解決方法はない。問題に対する。5つの割り当て済みモディファイアへの割り当ての reclaimingとい
う。それらがもはや使用されていないときに。

規約

ユーザは xmodmapやなにかそのほかのユーテリティを使用して、時代遅れのモディファイア
マッピングを by handで deassignするべきである。

クライアントが SetModifierMappingリクエストの実行に成功するとき、すべてのクライアントはMap-
pingNotify（request==Modifier）イベントを受け取ることになる。これらのイベントを受け取ることを
妨げるメカニズムはない。割り当て済みでないモディファイアのひとつを使用するクライアントが、これ

らのイベントのひとつを受け取る場合は、GetModifierMappingリクエストで新しいマッピングを発見し、
自分が使用しているモディファイアがクリアされていたら、そのクライアントはそのモディファイアを再

インストールしなければならない。

GrabServerリクエストは使用されるべきであることに注意。GetModifierMappingとSetModifierMapping
の組を atomicにmakeするために。これらのトランザクションにおける。
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-name , 29
ADOBE , 12
ADOBE EPS, 12
ADOBE EPSI, 12

ADOBE PORTABLE DOCUMENT FORMAT, 12
AllowEvents, 57
Always , 48
AnyPropertyType , 8
Append , 9
APPLE PICT, 12, 15
argv[0] , 29
ATOM, 12, 15, 30, 54
ATOM PAIR, 12, 14, 15

BACKGROUND, 12, 18
BITMAP, 12, 15, 17
BlackPixel , 41
ButtonPress, 36
ButtonRelease, 36

C STRING, 15, 16
Center , 25
ChangeProperty, 8, 9, 23
ChangeWindowAttributes, 37
CHARACTER POSITION, 12, 18
CirculateWindow, 48
CLASS, 12
CLIENT WINDOW, 12
ClientMessage, 19, 30, 33, 34, 40, 42, 43, 45, 51,

52
CLIPBOARD, 10, 11
COLORMAP, 12, 15, 18
ColormapChange, 42, 50
ColormapNotify, 51
COLUMN NUMBER, 12
COMPOUND TEXT, 12, 15, 16

ConfigureNotify, 35–37, 48–50
ConfigureRequest, 37
ConfigureWindow, 35, 37, 46, 48
ConvertSelection, 6, 7, 9, 11, 13–15
CopyFromParent , 41
CreateWindow, 46
CurrentTime , 2–4, 6, 39, 40, 51, 55

DELETE, 12–14
Deleted , 17
DeleteProperty, 8
DeleteWindow, 53
DRAWABLE, 12, 15, 17

East , 25
ENCAPSULATED POSTSCRIPT, 12
ENCAPSULATED POSTSCRIPT INTERCHANGE, 12
EnterNotify, 36, 39, 51
Expose, 48
Exposure, 44

False , 19, 22, 27, 33, 37, 39, 42, 50–52, 55
FILE NAME, 12
FocusChange, 51
FocusIn, 39, 51
FocusOut, 51
FOREGROUND, 12, 18
FreeColormap, 58
FullyObscured , 35

GetGeometry, 17, 47
GetProperty, 7–9, 17
GetSelectionOwner, 2, 13, 18, 19, 54

HOST NAME, 12

IconicState , 27, 31–34
IconMaskHint , 26
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IconPixmapHint , 26
IconPositionHint , 26
IconWindowHint , 26
INCR, 9, 15, 17
INCREMENTAL, 17
InputHint , 26
InputOutput , 44
INSERT PROPERTY, 12, 15
INSERT SELECTION, 12, 14, 15
InstallColormap, 42, 43
INTEGER, 12, 15, 54
InternAtom, 14

KeyPress, 36
KeyRelease, 36
kill id, 58
KillClient, 58

LeaveNotify, 36
LENGTH, 12
LINE NUMBER, 12, 18
LIST LENGTH, 12

MANAGER, 19
MapNotify, 33, 50
MapWindow, 48, 49
MessageHint , 26, 28
MODULE, 12
MotionNotify, 36
MULTIPLE, 5, 7, 12–14, 18

NAME, 12
NewValue , 17
None, 2–4, 6–8, 13, 15, 32, 37, 40, 47, 51
NormalState , 27, 31–33
North , 25
NorthEast , 25
NorthWest , 25
NULL, 12, 14

ODIF, 12
OWNER OS, 12

Parent , 40, 41, 51
ParentRelative , 47

PAspect , 25
PBaseSize , 25
PIXEL, 12, 15, 18
PIXMAP, 12, 15, 17
PMaxSize , 25
PMinSize , 25
PointerRoot , 38–40, 51
PolyLine, 48
POSTSCRIPT, 12
PPosition , 25
PResizeInc , 25
PRIMARY, 3, 9, 10, 14
PROCEDURE, 12
PROCESS, 12
PropertyNotify, 17
PropertyNotify, 2, 5, 17
PSize , 25
PWinGravity , 25

QueryTree, 46

ReparentNotify, 34, 48
Replace , 23
ReplayPointer/Keyboard , 57
ResizeRedirect, 44, 53
ResizeRequest, 49, 53
RESOURCENAME, 29
RGB COLOR MAP, 57, 58

SECONDARY, 9, 10, 14
SelectionRequest, 4
SelectionClear, 2, 5, 6, 11
SelectionNotify, 3–5, 7–9, 13, 17
SelectionRequest, 2–4, 13
SendEvent, 3, 4, 19, 33, 34, 37, 42, 43, 50, 52
SetInputFocus, 39–41, 49, 51, 55
SetSelectionOwner, 2, 3, 5, 6, 9
South , 25
SouthEast , 25
SouthWest , 25
SPAN, 12, 15, 18
StateHint , 26
Static , 25
STRING, 12, 15, 16, 29, 54
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StructureNotify, 19, 33, 36, 37, 48, 50
SubstructureNotify, 33
SubstructureRedirect, 19, 33, 37, 53
Synchronous , 57

TARGETS, 12, 13
TASK, 12
TEXT, 12, 16, 30, 54
TIMESTAMP, 11–13
TranslateCoordinates, 36
True , 8, 17, 27, 39, 51, 55

Unmap, 25
UnmapNotify, 33, 34, 50
UrgencyHint , 26, 28
USER, 12
USPosition , 25
USSize , 25

VERSION, 54
VisibilityChange, 35, 42, 49
VisibilityNotify, 35, 49

WarpPointer, 56
West , 25
WhitePixel , 41
WINDOW, 12, 15, 17, 29, 30, 54
WindowGroupHint , 26
WithdrawnState , 31, 32
WM CHANGE STATE, 34
WM CLASS, 29, 45, 54
WM CLIENT MACHINE, 30, 45, 54
WM COLORMAP NOTIFY, 42
WM COLORMAP WINDOWS, 30, 41, 42, 45, 51, 54
WM COMMAND, 45
WM DELETE WINDOW, 30, 52, 53
WM HINTS, 26–28, 31–33, 39, 43–46, 51, 54, 55
WM ICON NAME, 24, 32, 43–45, 54
WM ICON SIZE, 27, 32, 43, 44, 54
WM NAME, 24, 26, 45, 54
WM NORMAL HINTS, 24, 26, 45, 54
WM PROTOCOLS, 23, 28, 30, 39, 40, 45, 51–54
WM Sn, 54
WM S2, 19

WM SAVE YOURSELF, 30
WM SIZE HINTS, 24, 25, 54
WM STATE, 31, 32, 34, 54
WM TAKE FOCUS, 30, 39, 40, 45, 51, 55
WM TRANSIENT FOR, 29, 30, 42, 45, 54
WM WINDOW DELETE, 53

xload, 38
xprop, 31
xterm, 5
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